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○各学年の実施人数について 

 ・各学年の実施人数は、教科の問題及び質問紙を実施した児童生徒数の最大値を示している。 

○平均正答率の算出方法について 

 ・各教科の平均正答率は、問題を実施した全ての児童生徒の解答結果から算出している。 

・学校の教育課程上の理由等により一部の問題を実施していない児童生徒についても、全体に

含めて算出している。 



Ⅰ 実施概要 

１  目  的   

    児童生徒の客観的な学力状況の経年的な把握と分析を通して、課題解決に向けた指導

の工夫改善等の取組の充実を図る全県的な検証改善サイクルを確立し、県内全ての児童

生徒の学力の確実な定着と向上を図る。 

２  実施期日 

    令和元年１０月２３日（水）※学校の状況に応じて、10/21～10/31の期間に実施 

３  実施対象及び実施内容 

４ 教科の問題について 

（１）出題内容 

   ○以下の①、②による総合的な問題とし、記述式の問題を一定の割合で出題する。 

    ①身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活に

おいて不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能

などを中心とした問題 

    ②知識・技能を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構想

を立て実践し評価・改善する力などに関わる内容を中心とした問題 

    ○問題は、調査実施時点までに学習していると想定される範囲とし、問題の程度は、

対象学年までの学習指導要領を基準とする。 

（２）平均正答率  

  ①小学校 

  国  語 算  数 社  会 理  科 

第４学年 ５９．１％ ５７．８％    

第５学年 ５７．４％ ５５．１％ ５７．３％ ５４．１％ 

第６学年 ７１．９％ ５１．５％   

    ②中学校 

  国  語 数  学 社  会 理  科 英  語 

第１学年 ６１．３％ ６０．０％    

第２学年 ５０．１％ ５５．０％ ４４．９％ ４９．８％ ５６．６％ 

５ 質問紙について 

  ○学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する内容を問うものとする。 

学  年 実施人数 内  容（時  間） 

小
学
校 

第４学年 １０，８３９人 国語、算数(各 40分)                   及び質問紙 

第５学年 １０，８５９人 国語、算数、社会、理科(各 40分)       及び質問紙 

第６学年 １１，０５８人 国語、算数(各 40分)                   及び質問紙 

中
学
校 

第１学年 １０，４２６人 国語、数学(各 45分)                   及び質問紙 

第２学年 ９,９９２人 国語、数学、社会、理科、英語(各 45分) 及び質問紙 
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６ 教科の問題結果から見られる特徴 

 

 

 

 

 

 主な成果 主な課題 

小
学
校 

国
語 

○基本的な漢字を正しく使うこと 
○ことわざの意味を理解して、自分の表現に用
いること 

●文と文の意味のつながりを考えながら、接続
語を使って内容を分けて書くこと 

●目的や意図に応じて自分の考えをまとめて
書くこと 

●目的に応じて文章の内容を的確に押さえ、自
分の考えを明確にしながら読むこと 

算
数 

○同分母分数の減法の計算をすること 
○数量の変化に着目して、その様子を表にまと
めること 

●仮分数の大きさを単位分数のいくつ分で表
すこと 

●比較量とその割合から、基準量を求めること 
●必要な数値を抽出して、値段の差がＡ店の値
段の１０％にあたることを式で表すこと 

社
会 

○スーパーマーケットの工夫について理解す
ること 

○昔の人々の使っていた道具を理解すること 

●等高線の名称を理解すること 
●日本の北方領土について理解すること 

理
科 

○物の重さについて、物の形や物自体の増減と
を関連付けて理解すること 

○温度によって変わる水の姿を理解すること 

●飛行機が飛ぶ距離について、一つの実験方法
とは別の方法を考えること 

●星や星座の見た目の位置の変化について、推
察すること 

中
学
校 

国
語 

○文脈に即して、適切な語句を選択すること 
○内容を的確に捉え、必要な情報を取り出すこ
と 

●伝えたい事柄について、根拠を明確にして書
くこと 

●表現の意図を理解して説明すること 

数
学 

○計算のきまりにしたがって計算をすること 
○表から読み取った事柄を的確に評価するこ
と 

●基準量を基に比較量を求めること 
●事象と式の対応を的確に捉え、文字式の成り
立ちを説明すること 

●判断の理由を数学的な表現を用いて説明す
ること 

社
会 

○人々の暮らしと雨温図を関連付けて選択す
ること 

○太閤検地と刀狩を兵農分離と関連付けて理
解すること 

●資料から必要な情報を読み取り、読み取った
情報を関連付けて説明すること 

●正長の土一揆の意義について複数の資料を
もとに適切な語句を入れること 

理
科 

○音を高くする条件に合う実験方法を適切に
選択すること 

○化学式を見て単体か化合物かどうかを判別
すること 

●グラフから物質の密度を読み取る方法を説
明すること 

●資料を活用して火成岩の特徴から岩石の種
類を判別すること 

英
語 

○日常的な話題について、情報を正確に聞きと
ること 

○基本的な語や文法事項を理解して、会話の中
で適切に使うこと 

●文脈に合うように内容を考えて、基本的な文
法事項を活用し英文を書くこと 

●聞いて把握した内容について、適切に応じる
こと 

○ 基礎的・基本的な内容を問う問題については、概ね成果や改善傾向が見られる。 

● 基礎的・基本的な内容を活用して具体的な場面について考察する問題や、条件に沿っ

て自分の考えや根拠等を記述する問題については、依然として課題が見られる。 
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Ⅱ 教科の問題に関する結果 

１ 小学校                                    

（１）国語 

【第４学年】 

実施児童数 10,839 人  

設問数 20 問   

平均正答率 59.1 ％  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（全ての設問を実施した児童について算出) 

 

 

【第５学年】 

   実施児童数    10,844 人  

     設問数 20 問  

   平均正答率    57.4 ％  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

選択式

短答式

記述式

59.9

27.8

問題形式

9

8

3

区分
対象設問数
（問）

県全体正答率
（％）

学習指導要領の領域

3

4

3
伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 10

49.4

57.3

54.2

分類

64.2

49.4

57.3

54.2

64.2

評価の観点

3

4

3
言語についての知識・理解・技能 10

68.8

正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕) 

正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕) 

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

選択式

短答式

記述式

59.0

48.0

62.4

55.6

59.0

県全体正答率
（％）

学習指導要領の領域

3

3

3
伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 11

48.0

62.4

55.6

分類 区分
対象設問数
（問）

評価の観点

3

3

3
言語についての知識・理解・技能 11

59.2

67.4

33.3

問題形式

12

5

3

平均正答数 11.8問 

平均正答数 11.5問 
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【第６学年】 

実施児童数 11,058 人  

設問数 20 問  

平均正答率 71.9 ％  

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕) 

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

選択式

短答式

記述式

県全体正答率
（％）

学習指導要領の領域

3

5

3
伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 9

分類 区分
対象設問数
（問）

評価の観点

3

5

3
言語についての知識・理解・技能 9

12

62.0

74.0

65.0

76.3

62.0

49.7

74.0

65.0

76.3

75.8

75.95

3

問題形式

平均正答数 14.4問 
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【結果から見られる成果と課題】 

 ○ 学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく使うことについて、相当数の児童

ができている。 

  ・「覚ます（さます）」（小５１一４：94.5％） 

  ・「快適（かいてき）」（小６２四１：96.1％） 

  

○ ことわざの意味を理解して、自分の表現に用いることについて、相当数の児童が

できている。 

  ・「さるも木から落ちる」ということわざの使い方の例として適切なものを選ぶ 

（小４１三：83.1％） 

  ・「七転び八起き」ということわざの使い方の例として適切なものを選ぶ 

（小６４四：82.6％） 

 

● 目的や意図に応じて自分の考えをまとめて書くことについて、課題が見られる。 

  ・【図書だより】に書かれている言葉を使って書く（小４２六:18.0％） 

  ・【調査の内容と結果】の中から言葉や文を取り上げて書く（小５２三：48.5％） 

  ・【調査の内容と結果】二つの段落の両方から言葉や文を取り上げて書く 

（小６２三：51.4％） 

H３１小6 全国調査（県平均）３３.５% 「目的や意図に応じて，自分の考えの理由を

明確にし，まとめて書く」 

 

● 目的や意図に応じて文章の内容を的確に押さえ、自分の考えを明確にしながら読

むことについて、課題が見られる。 

  ・資料の中から言葉や文を取り上げて、書かれている内容をまとめる 

（小４３三:23.9％、小５３一：27.9％） 

  ・疑問に思ったことの答えになる内容として適切なものを選ぶ（小６３一：48.1％） 

H３１小6 全国調査（県平均）４５.１% 「目的に応じて，文章の内容を的確に押さ

え，自分の考えを明確にしながら読む」 

 

● 文と文の意味のつながりを考えながら、接続語を使って内容を分けて書くことに

ついて、課題が見られる。 

・「そこで」を使って、一文を二文に分けること 

（小４２五：19.4％、小５１七：26.1％） 

 

 

 

 

 

正答率が 80％以上であるものや、過去の調査等と比較して改善の傾向が見られるものを成果と

してまとめるとともに、特に課題と見られる状況について、全体の傾向をまとめている。 

 

※ ○は成果、●は課題を示している。 
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 林さんは、読み手に伝わりやすくするために、【図書室だより】の    の文を二つの

文に分けて書き直すことにしました。文と文をつなぐ言葉には、「そこで」を使います。書き

直した一文目の終わりの五文字と、二文目の「そこで、」に続く五文字を書きましょう。 

 

  

 国語 成果や改善傾向の見られる問題例  【小学校４・５・６年生】 
 
（小学校６年生）４四 

○  ことわざの意味を理解して、自分の表現に用いることに成果が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答率：８２．６％ 
 

 

  国語 課題の見られる問題例  【小学校４・５・６年生】 
 
（小学校４年生）２五 
● 文と文との意味のつながりを考えながら、接続語を使って内容を分けて書くことに
ついて、課題が見られる。 

正答率：１９．４％ 
 
 

【正答】 ありました（。そこで、）たくさんの  

本を借りることが少なくなった理由の中に、「どんな本を読めばよいか分からない」とい

う回答があったので、たくさんの本を読んでいる田中さんと古田さんに本の選び方について

聞いてみました。 

 

４ 四 山下さんは、【インタビューの様子】の中の「七転び八起き」ということわざの意味を

調べて、ノートにまとめています。次の【ノートの一部】の  う  に入る例として最も

適切なものを、あとのアからエまでの中から一つ選んで、記号で書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 山田さんと田中さんは、いつも仲がよくて、気が合う仲間だね。七転び八起きだね。 

 イ 同じ作品でも、見る人によって受け取り方はいろいろあるね。七転び八起きだね。 

 ウ もうすぐ卒業式だね。あっという間に、月日がたったように思うよ。七転び八起きだよ。 

 エ 運動会のダンスはなかなかうまくいかないけれど、がんばろう。七転び八起きだよ。 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【正答】エ 

 七転び八起き  

○意味    ①何度失敗しても、あきらめずに立ちあがってちょう戦すること。 

               ②人生のうきしずみがはげしいこと。 

○使い方の例                 う              
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【ノートの一部】の  あ  に入る内容を、あとの条件に合わせて書きま
しょう。 

 

 

 

 

 【ノートの一部】の  あ  には、疑問に思ったことの①の答えになる内
容が入ります。その内容として最も適切なものを、次のアからエまでの中から
一つ選んで、記号で書きましょう。 

 

 

 

ア あっさりしていてどんな食材とも合い、味を引き立てる。 

イ かおり豊かで、野菜料理によく合う 

ウ 風味が強く、出汁をとった後の食材も食べられる 

エ のうこうで豊かな味わいがあり、野菜料理やみそと相しょうがよい 

 

 

（小学校５年生）３一 
● 目的や意図に応じて、文章の内容を的確に押さえ、自分の考えを明確にしながら読
むことに課題が見られる。 

正答率：２７．９％ 
 
 
 
（小学校６年生）３一 
● 目的や意図に応じて、文章の内容を的確に自分の考えの理由を明確にしながら読む
ことに課題が見られる。 

正答率：４８．１％ 

【正答例】  

江戸時代の終わりごろ、戦争

のためほぞんができて持ち運べ

るような兵隊用の食べ物が必要

だったため。  

〈条件〉 

○ ぎ問に思ったことの①の答えになるように

書くこと。 

○ 資料から言葉や文を取り上げて書くこと。 

○ 三十字以上、五十字以内にまとめて書くこと。 

【ノートの一部】 

① 山口県でパンが作られるようになったのは、       あ        

【正答】 エ  

【ノートの一部】 

① にぼしの出汁には、       あ       という特ちょうがある。 
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（２）算数 

【第４学年】 

実施児童数 10,794 人  

設問数 20 問   

平均正答率 57.8 ％  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第５学年】 

   実施児童数    10,757 人  

     設問数 20 問  

   平均正答率    55.1 ％  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕) 

正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕) 

数と計算

量と測定

図形

数量関係

数学的な考え方

数量や図形についての技能

数量や図形についての知識･理解

選択式

短答式

記述式

6
問題形式

6

10

学習指導要領の領域

分類

11

県全体正答率
（％）

43.0

56.9

57.7

30.5

61.1

53.2

49.8

62.1

40.0

区分
対象設問数
（問）

9

5

2

4 52.4

3

評価の観点

4

平均正答数 11.6問 

平均正答数 11.0問 

数と計算

量と測定

図形

数量関係

数学的な考え方

数量や図形についての技能

数量や図形についての知識･理解

選択式

短答式

記述式 3

評価の観点

5

47.4

9

6

3

14

区分
対象設問数
（問）

7

4

3

6

66.8

59.7

48.1

52.5

73.8

49.7

問題形式

県全体正答率
（％）

分類

学習指導要領の領域

38.6

72.8

51.2
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【第６学年】 

実施児童数 11,029 人  

設問数 20 問  

平均正答率 51.5 ％  

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕) 

数と計算

量と測定

図形

数量関係

数学的な考え方

数量や図形についての技能

数量や図形についての知識･理解

選択式

短答式

記述式 3

評価の観点

8

48.9

7

5

6

11

区分 対象設問数（問）

7

1

4

8

59.8

47.4

49.4

39.9

59.2

43.9

問題形式

県全体正答率
（％）

分類

学習指導要領の領域

51.7

64.6

27.6

平均正答数 10.3問 
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【結果から見られる成果と課題】 

○  基本的な四則計算の技能や数の仕組みを理解すること成果が見られる。 

 ・繰り下がりのある３位数と３位数の減法の計算をすること（小４１(1)：83.0％） 

  ・整数と小数の加法の計算をすること（小４１(4)：83.3％） 

  ・同分母分数の減法の計算をすること（小４１(5)：91.2％） 

  ・異分母の分数の加法の計算をすること（小６１(2)：81.3％） 
 

○  数量関係を捉えることに成果が見られる。 

  ・数量の変化に着目して、表にまとめること（小６８(1)：84.6％） 
 

●  分数の意味を理解することに課題が見られる。 

・仮分数の大きさを単位分数のいくつ分で表すこと（小４３(2)：32.9％） 

 

●  割合の内容を理解することに課題が見られる。 

・基準量と割合を基にして比較量を求めること（小５６：36.3％） 

 ・１に当たる大きさを求める問題場面では、除法を用いることを理解していること 

（小６５(2)：35.1％） 

・比較量とその割合から、基準量を求めること（小６９(2)：16.1％） 

 ・必要な数値を抽出して、値段の差がＡ店の値段の 10％にあたることを式で表すこと 

（小６11：6.4％） 
 

●  問題場面について情報を整理し、理由や方法等を説明することに課題が見られる。 

  ・表を読み取り、ドッジボールが一番人気とはいえない理由を説明すること 

（小４９(2)：26.6％） 

 ・一直線が 180度であることを使って角の大きさを求める方法を、筋道を立てて説明するこ  

  と（小５７(2)：30.9％） 

 ・三角形の２つの辺の長さが円の半径であることを基に、二等辺三角形ができる理由を記述 

すること（小６10(1)：17.4％） 

 

●  式の意味を理解することに課題が見られる。 

 ・除法の性質を用いて示された式の意味を理解すること（小５３(1)：29.6％） 

 H３１小6 全国調査（県平均）47.4% 「示された除法の式の意味を理解している」 

 

 

 
  正答率が 80％以上であるものや、過去の調査等と比較して改善の傾向が見られるものを成果としてまと

めるとともに、特に課題と見られる状況について、全体の傾向をまとめている。 

※ ○は成果、●は課題を示している。 
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【小学校４・５・６年生】 

（小学校６年生）８ （１） 

○  数量の変化に着目して、その様子を表にまとめることに成果が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答率：８４．６％ 

 

 

 

 

【小学校４・５・６年生】 

（小学校４年生）３（２） 

●  分数の意味を理解することに課題が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答率：３２．９％ 

 

 

 

 

 

 算数 課題の見られる問題例   

 

【正答】 
1

5
 

 次に，かすみさんは，下の図のように四角形を並べたとき，●の数が，どのように変わっていくかを 

調べることにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上の表にあてはまる数を書きましょう。 

【正答】  

一辺の

●の数（個）
3 4 5 6 7

必要な

●の数（個）
8 12 16 20 24

 算数 成果や改善傾向の見られる問題例   
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そうたさんは，オレンジジュースを買いにきました。Ａ店とＢ店で売っているオレンジジュースの値段

を見ると，次の表のとおりでした。 

 

 

 Ｂ店のオレンジジュースの値段は，Ａ店のオレンジジュースの値段より１４円安いです。 

 このことから，そうたさんは次のことに気づきました。 

 

 

 

 Ａ店とＢ店のオレンジジュースの値段の差が，Ａ店のオレンジジュースの値段の１０％にあたることを

求める式を書きましょう。 

（小学校６年生）９（２） 

●  割合の内容を理解することに課題が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  グラフ１とグラフ２から，日本全体の「ふぐ」の漁獲量はおよそ何トンになりますか。式と答え 

を書きましょう。 

 

 

 

正答率：１６．１％ 

 

 

（小学校６年生）１１ 

●必要な数値を抽出して、値段の差がＡ店の値段の１０％にあたることを式で表すことに

課題が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答率：６．４％ 

【正答】 ２７７÷０．０５＝５５４０ 

（答）５５４０トン 

【正答例】１４÷１４０×１００＝１０ 
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（３）社会 

【第５学年】 

実施児童数 10,847 人  

設問数 20 問   

平均正答率 57.3 ％  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕) 

社会的な思考・判断・表現

資料活用の技能

社会的事象についての知識・理解

選択式

短答式

記述式

3

60.2

64.7

40.2

4

4

9

6

12

2

5

4

47.1

区分分類

学習指導要領の領域

問題形式

対象設問数
（問）

身近な地域や市の地形，土地利用，公共施設などの様子

5

我が国の国土の様子と国民生活との関連

1

0

評価の観点

我が国の農業や水産業（食料生産）の様子と国民生活との関連 2

67.3

38.7

45.7

49.3

地域の古い道具，文化財や年中行事，地域の発展に尽くした先人の具体的事例

県の地形や産業，県内の特色ある地域

地域の生産や販売に携わっている人々の働き

地域の人々の健康な生活や良好な生活環境を守るための諸活動

地域の人々の安全を守るための諸活動

3

68.1

55.6

県全体正答率
（％）

70.3

97.1

55.8

平均正答数 11.5問 
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【結果から見られる成果と課題】 

 ○ 地図の基本的な約束事に関しては、知識・理解の定着が見られる。 

  ・地図記号が表している施設を理解すること（１(1)81.9％） 

 ○ 生活に身近な内容については、知識の定着が見られる。 

  ・スーパーマーケットの工夫について理解すること（２97.1％） 

  ・昔の人々の使っていた道具を理解すること（３(1)98.5％） 

○ グラフから必要な情報を読み取る技能の定着に一定の成果が見られる。 

 ・グラフから山口県ではリサイクルが盛んに行われていることを読み取ること 

（４(1)85.2％） 

 ● 地図の読み方に関する用語の定着に課題が見られる。 

  ・等高線の名称を理解すること（５(1)6.9％） 

● 主な国の名称や位置、国旗に関する知識の定着に課題が見られる。 

  ・日本と関わりのある国の名称や位置、国旗を理解すること（７(1)36.6％） 

●  資料から必要な情報を読み取り、それらの情報をもとに、条件に合わせて説明するこ 

とに、引き続き課題が見られる。 

・日本の北方領土について理解すること。（８(2)22.5％） 

  ・気温の特徴をもとに地域を判断し、南西諸島の気候の特徴について説明すること 

（８(3)29.3％） 

  

 

 

 

 

  正答率が 80％以上であるものや、過去の調査等と比較して改善の傾向が見られるものを成果として

まとめるとともに、特に課題と見られる状況について、全体の傾向をまとめている。 

※ ○は成果、●は課題を示している。 
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５  あかねさんたちは，一週間前に遠足で登った「あさひ山」について，地図を見ながら話し合っています。 

【話合いの様子】をよんで，あとの問題に答えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （１） （ ア ）に入る言葉を答えましょう。 

                             

 

 

【小学校５年生】 

 

○ 昔の人々の使っていた道具を理解することに成果が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              正答率：９８．５％ 

 

 

 

【小学校５年生】 

● 地図の読み方に関する用語の定着に課題が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              正答率：６．９％ 

 

 

社会 成果や改善傾向の見られる問題例  

【正答】等高線 

社会 課題の見られる問題例  

３ 次の１から３は，せんたくをする道具とその説明です。  （１） 道具はどの順で変化してきたでしょう。 

あとの問題に答えましょう。                 １から３を古い順にならべ，［    ］に番 

号を書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【正答】古い順に［２］→［３］→［１］ 
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● 資料から必要な情報を読み取り、それらの情報をもとに、条件に合わせて説明する

ことに、引き続き課題が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答率：２９．３％ 

  

８(３) 【ひなこさんのノート２】の最高気温の平均
きん

と降
こう

水量（月別）は，どの都市の気候だと考えられ

ますか。＜ メ モ ＞の（ ア ）にあてはまるように，地図の１から４の中から一つ選んで，その

記号を書きましょう。また，＜ メ モ ＞の（ イ ）にあてはまる理由を，気温に注目して説明し

ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 
【正答例】（完答） 

ア ４ 

  イ 最高気温の平均が 20℃を

こえて 

いる月が多いから。 
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（４）理科 

【第５学年】 

実施児童数 10,859 人  

設問数 20 問   

平均正答率 54.1 ％  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕) 

平均正答数 10.8問 

物質

エネルギー

生命

地球

科学的な思考・表現

観察・実験の技能

自然事象についての知識・理解

選択式

短答式

記述式

県全体正答率
（％）

65.7

49.3

問題形式

13

3

評価の観点

7

11

4

54.5

53.5

53.6

55.2

50.4

61.5

3

55.7

40.2

分類 区分
対象設問数
（問）

学習指導要領の領域

6

7

4

2
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【結果から見られる成果と課題】

○ 物の重さについて、物の形や物自体の増減とを関連付けて理解している。

・ブロックの並べ方を変えても、重さは変わらないことを理解している。

（２(1) 85.2％）

○ 日当たりについて、太陽の見た目の位置や陰のでき方とを関連付けて考える

ことができる。

・乾物を作るために、家のどの向きのベランダに食品を置けばよいのかを、考

えることができる。（３(1)57.6％）

Ｈ２９小５ 学力定着状況確認問題３９．６％

「太陽の動きと方位を日当たりと関連付けて植物が生長する場所を選択すること」

● 星や星座の見た目の位置の変化について、推測することができる。

・北の空の観察で、時間の経過によって星や星座の見た目の位置がどのように

変化するかを推測すること（４(2)18.7％）

● 飛行機が飛ぶ距離について、一つの実験方法とは別の方法を考えることがで

きる。

・飛行機をより遠くに飛ばすための方法について、輪ゴムを長く引っ張る以外

の方法の妥当性を検討すること（１(1)19.6％）

● 回路について、スイッチのつなぎ方により働きに変化が生じることを理解し、

説明することができる。

・扇風機の風量を強くするために、直列つなぎを選び、その理由を説明するこ

と（５(3)30.1％）

正答率が80％以上であるものや、過去の調査等と比較して改善の傾向が見られるものを
成果としてまとめるとともに、特に課題と見られる状況について、全体の傾向をまとめて
いる。

※ ○は成果、●は課題を示している。

18



理科      【小学校５年生】 

 
○ 物の重さについて、物の形や物自体の増減とを関連付けて理解することに成果
が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              正答率：８５．２％ 

 
 

理科 【小学校５年生】 

 
● 星や星座の見た目の位置の変化について推察することに課題が見られる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                   正答率：１８．７％ 

２（１） 太ろうさんは、ブロック 10 個とケースを,１回目は次のＡのように,２回目は次のＢ

のように,ちがう置き方をしてはかりに乗せました。実験の結果を適切に説明している

文を,下のアからウの中から一つ選んで,記号で答えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

【正答】 ウ 

理科 課題の見られる問題例  

４（２） 太ろうさんは，８月８日に月や太陽， 

    星の観察を行いました。 

午後８時から 30分ごとに３回，北の 

星空を観察しました。北の空の星や星 

座の見た目の位置を表した図のうち， 

正しいものを，次のアからエの中から 

一つ選んで，記号で答えましょう。 

 

 

 

 

 

 

【正答】エ 

理科 成果や改善傾向の見られる問題例  
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● 飛行機が飛ぶ距離について、一つの実験方法とは別の方法を考えることに課題
が見られる。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

正答率：１９．６％ 

１（１） 太ろうさんは，10㎝しかゴムを引っ張らずに，今よりも遠くまで飛行機を飛 

ばす方法はないかと考えました。どんな方法が考えられるか，次のアからウの 

中から，ふさわしいものをすべて選んで，記号で答えましょう。 

【正答】イ、ウ 
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２ 中学校                                    

（１）国語 

【第１学年】 

実施生徒数 10,426 人  

設問数 25 問   

平均正答率 61.3 ％  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第２学年】 

   実施生徒数    9,976 人  

     設問数 25 問  

   平均正答率    50.1 ％  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕) 

正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕) 

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

言語についての知識・理解・技能

選択式

短答式

記述式 3 26.5

67.5

10 69.5

問題形式

8

14

12

10

評価の観点

0

3

12

分類 区分
対象設問数
（問）

県全体正答率
（％）

学習指導要領の領域

0

3 26.5

61.7

64.4

69.5

26.5

61.7

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

言語についての知識・理解・技能

選択式

短答式

記述式

25.4

47.5

53.5

58.5

25.4

47.5

分類 区分
対象設問数
（問）

県全体正答率
（％）

学習指導要領の領域

0

3

8

14

評価の観点

0

3

8

14 58.5

問題形式

6

16

3 31.0

60.6

平均正答数 15.3問 

平均正答数 12.5問 
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【結果から見られる成果と課題】

○ １年生において、文脈に即して、適切な語句を選択することについては、相

当数の生徒ができている。（中１１一：96.4％）

○ １年生において、内容を的確に捉え、必要な情報を取り出すことについては、

相当数の生徒ができている。（中１２一（１）：93.6％）

○ ２年生において、歴史的仮名遣いを、現代仮名遣いに直すことについては、

相当数の生徒ができている。（中２３一：84.7％）

● １年生において、伝えたい事柄について、根拠を明確にして書くことに課題

が見られる。（中１２二：14.6％）

● ２年生において、表現の意図を理解して説明することに課題が見られる。

（中２１五：10.2％）

● ２年生において、本文、会話の内容、あらすじから、作品の展開を理解して

書くことに課題が見られる。（中２３六：13.4％）

正答率が80％以上であるものや、過去の調査等と比較して改善の傾向が見られるものを

成果としてまとめるとともに、特に課題と見られる状況について、全体の傾向をまとめて

いる。

※ ○は成果、●は課題を示している。
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国語 成果の見られる問題例 【中学校１・２年生】

（中学校１年生）

○ 文脈に即して、適切な語句を選択することに成果が見られる。

正答率：９６．４％

国語 課題の見られる問題例 【中学校１・２年生】

（中学校２年生）

● 表現の意図を理解して説明することに課題が見られる。

１五 【話合いの場面の一部】の Ａ で木下さんは「いつしか

二人は仲よしになっていました。」という表現と「いつしか二人は仲

よしになってしまいました。」という表現との違いを説明しようとし

ています。あなたなら、どのように説明しますか。「を予想させる」

とつながるように、七字以内（句読点も文字数に含む）で書きなさい。

「いつしか二人は仲よしになっていました。」という表現では、二人が仲よ

しになったという事実が述べられているだけなのに対して、「いつしか二人は

仲よしになってしまいました。」という表現では、この物語の Ａ

を読者に予想させます。

【正答例】悲しい結末

正答率：１０．２％

１【文学的な文章の一部】

その時、太郎さんは七つ、妹の千代子さんは五つでありました。太郎さんはお

父さんに背負われ、千代子さんはお母さんに背負われていました。

春三月とはいえ、峠(とうげ)の道は、まだきつい寒さでした。夜あけ前の四時

ごろ、空にはお星さまが、 Ａ と氷のようにかがやいています。山はどち

らを見ても、すみをぬったように真っ黒で、灯のかげ一つ見えません。お家(う

ち)を出てから、もう一里あまり山の中へ入って来たのであります。お父さんのさ

げている提灯(ちょうちん)のあかりが、道ばたの枯草(かれくさ)にうつるのを見

ると、そこここに雪のかたまりが凍(こお)りついています。

一 文章中の Ａ に入る言葉として最も適切なものを、次の１～４の中

から一つ選びなさい。

１ さらさら ２ がたがた ３ きらきら ４ そよそよ

【正答】 ３
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（中学校１年生）

● 伝えたい事柄について、根拠を明確にして書くことに課題が見られる。

２二 田中さんの発表を聞いた山口さんが「『このようにたとえを用いることで』

と言われましたが、どのようにたとえを用いているのですか。」と質問しました。

この質問を受けて、田中さんは、【田中さんの発表原稿】に次のように 線

部の内容を書き加えることにしました。 ウ の中に入る内容を次の条件１～

３にしたがって書きなさい。

条件１ 書き出しに続けて書くこと。

条件２ 二つの法則に用いられたたとえについてそれぞれ書くこと。

条件３ 文章中の言葉を用いて、七十字以内で書くこと。（書き出しの言葉は、字数に

は含まない）また、二文になっても構いません。

二つの法則を説明するために、町並み以外のたとえが用いられています。類似則

の場合は、 ウ 。

このようにたとえを用いることで、法則について、読み手が具体的に想像しやす

いように工夫がされていると考えられます。

【正答例】（類似則の場合は、）楽団員の服装がたとえとして用いら

れています。対比則の場合は、大きな親鳥に小さなヒナたちが一列

になってついていく様子が用いられています。

正答率：１４．６％
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（２）数学 

【第１学年】 

実施生徒数 10,298 人  

設問数 25 問   

平均正答率 60.0 ％  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第２学年】 

   実施生徒数    9,985 人  

     設問数 25 問  

   平均正答率    55.0 ％  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕) 

正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕) 

数と式

図形

関数

資料の活用

数学的な見方や考え方

数学的な技能

数量や図形などについての知識・理解

選択式

短答式

記述式

65.9

57.9

24.0

45.5

27.5

59.9

66.5

45.4

県全体正答率
（％）

66.2

47.0

4

分類

学習指導要領の領域

評価の観点

対象設問数
（問）

3

5

14

6

区分

11

7

8

13

4

問題形式

数と式

図形

関数

資料の活用

数学的な見方や考え方

数学的な技能

数量や図形などについての知識・理解

選択式

短答式

記述式

53.1

62.7

38.7

80.4

43.8

63.9

50.4

56.0

県全体正答率
（％）

57.3

57.3

2

分類

学習指導要領の領域

評価の観点

対象設問数
（問）

3

4

15

6

区分

17

3

5

17

3

問題形式

平均正答数 15.0問 

平均正答数 13.8問 
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【結果から見られる成果と課題】 

○  基本的な内容の理解に、おおむね成果が見られる。 

 ・分数の乗法の計算をすること（中１１(1)89.2％） 

  ・分数の減法の計算をすること（中２１(1)85.8％） 

 ・計算のきまりにしたがって計算をすること（中２１(2)81.3％） 

 ・数量の関係を等式で表すこと（中１３(1)86.0％） 

 ・表から柱状グラフに表すこと（中１６(1)96.2％） 

 ・比例のグラフの特徴を理解すること（中２３(2)84.0％） 

 

○  与えられた情報を適切に読み取ることに、おおむね成果が見られる。 

 ・表から読み取った事柄を的確に評価すること（中１６(2)89.4％） 

 

●  基本的な内容の理解に課題が見られる。 

 ・絶対値の意味を理解すること（中１１(4)48.7％） 

 ・正の数と負の数の意味を，実生活の場面に結び付けて理解すること（中１１(5)39.9％） 

・整式の減法の計算をすること（中１２(1)49.5％） 

・等式を目的に応じて変形すること（中２２(2)49.4％） 

・円柱について、求めたい長さを求めること（中２５(1)42.3％） 

・回転移動した角の大きさを求めること（中２５(3)43.4％） 

 

● 割合や比例の関係を用いて数量を求めたり式で表したりすることに課題が見られる。 

 ・基準量を基に比較量を求めること（中１３(2)14.2％） 

 ・反比例の関係を利用して、必要な数量を求めること（中２７(1)18.6％） 

 ・反比例の関係を式に表すこと（中２７(2)11.4％） 

 

● 与えられた情報を正確に読み取り、筋道を立てて考えることに課題が見られる。 

 ・問題場面における考察の対象を明確に捉えること（中１10(1)41.9％） 

 

●  問題解決の結果や方法を振り返って考察することに課題が見られる。 

 ・目的に応じて、ヒストグラムをつくりかえること（中２９(3)41.4％） 

 ・具体的な場面に即して再検討すること（中２１０(2)15.0％） 

 

●  問題解決の方法を説明することや理由を説明することに課題が見られる。 

 ・２つの図形の面積が等しくなることを式を使って説明すること（中１７36.9％） 

 ・最小公倍数に着目して、求める方法を説明すること（中１９(2)46.9％） 

 ・事象と式の対応を的確に捉え、文字式の成り立ちを説明すること（中１10(2)32.2％） 

 ・立方体の面上の直線と直線の位置関係について説明すること（中２６22.2％） 

・長方形の面積の大きさの違いを求める方法を説明すること（中２８(2)23.9％） 

・判断の理由を数学的な表現を用いて説明すること（中２９(2)34.9％） 

 

 

     正答率が 80％以上であるものや、過去の調査等と比較して改善の傾向が見られるものを成果としてまと

めるとともに、特に課題と見られる状況について、全体の傾向をまとめている。 

※  ○は成果、●は課題を示している。 
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【中学校１・２年生】 

（中学校１年生） 

○ 表から読み取った事柄を的確に評価することに成果が見られる。 

６  次の記録は，ある中学校の１年生 19人が反復横とびを 20秒間行ったときの結果を，回数の

少ない方から順に並べたものです。 

 

 

 

   柳井さんは，ちらばりのようすが分かるように，結果を５回ごとに区切って，次のような表

をつくりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 柳井さんは，表から分かることとして，次のア～エを書きました。ア～エの中に，間違っ

ているものが１つあります。間違っているものを選び，記号で答えなさい。 

 

   ア この中学校の１年生 19人の記録の中に，記録が 30回より少ない人はいない。 

   イ この中学校の１年生 19人の記録の中に，記録が 60回より多い人はいない。 

   ウ 表の中で人数が一番多い区間は，35回以上 40回未満である。 

   エ 表の中で人数が一番少ない区間は，30回以上 35回未満である。 

 

 

 

正答率：８９．４％ 

 

 

【中学校１・２年生】 

（中学校１年生） 

● 基準量を基に比較量を求めることに課題が見られる。 

３（２） ２  mの重さが   a  gの針金がある。この針金 0．4  mの重さを，  a  を使った式で表しなさい。 

 

 

 

 

正答率：１４．２％ 

 

【正答】  エ 

a  g 
 ２  m 

 0．4  m 【正答】0.2  a  

数学 課題の見られる問題例  

数学 成果や改善傾向の見られる問題例  
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（中学校１年生） 

● 事象と式の対応を的確に捉え、文字式の成り立ちを説明することに課題が見られる。 

10  岩国さんは，右の図のように，１辺に n 枚ずつコインを並べて 

正五角形をつくるとき，コインが全部で何枚必要かを考えていま 

す。次の（１）〜（３）に答えなさい。 

 

（１） １辺に４枚ずつコインを並べて正五角形をつくるために必 

要なコインの枚数を求めなさい。 

 

（２） 岩国さんは，次の図のようにコインを囲んで考えました。 

図のような囲み方にすると，コイン全部の枚数は，５( n －１) 

という式で求めることができる理由について，   の中の 

岩国さんの説明を完成させなさい。 

 

 

正答率：（１）４１．９％、（２）３２．３％ 

 

 

（中学校２年生） 

● 立方体の面上の直線と直線の位置関係について説明することに課題が見られる。 

６  右の立方体において，直線ＤＥと直線ＣＧは交わりますか。次のア，イ 

の中から正しいものを１つ選び，解答用紙の記号を○で囲みなさい。また 

それが正しいことの理由を説明しなさい。 

   ア 直線ＤＥと直線ＣＧは交わる 

   イ 直線ＤＥと直線ＣＧは交わらない 

 

 

 

 

 

正答率：２２．２％ 

【正答例】（１）15 枚  （２）１辺に並んでいるコインは n 枚あり，そのうち一つの頂点のコ
インを除いて囲むので，図の囲み方のとき１辺につき（n－１）枚のコインが並んでいる。この囲
みが５つあるので，（n－１）を５倍する。（以上から，コインは全部で５（n－１）枚です。） 

n 枚 

Ａ Ｂ 

Ｄ Ｃ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｅ 

Ｈ 

【正答例】面ＡＥＨＤと面ＢＦＧＣは平行で，直線ＤＥと直線ＣＧはねじれの位置にあるから直

線ＤＥと直線ＣＧは交わらない。 

28



（３）社会 

【第２学年】 

   実施生徒数    9,992 人  

     設問数 25 問  

   平均正答率    44.9 ％  

 

地理的分野                  歴史的分野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕) 

世界の地域構成 2
世界各地の人々の生活と環境 2
世界の諸地域 5
世界のさまざまな地域の調査 0
日本の地域構成 2
世界と比べた日本の地域的特色 2
社会的な思考・判断・表現 5
資料活用の技能 2
社会的事象についての知識・理解 6
選択式 6
短答式 2
記述式 5

問題形式

61.9

52.3

37.3

評価の観点

37.3

74.4

54.6

33.5

37.6

64.6

分類 区分
対象設問数
（問）

県全体正答率
（％）

学習指導要領の領域

70.6

74.9

歴史のとらえ方

古代までの日本

中世の日本

近世の日本

社会的な思考・判断・表現

資料活用の技能

社会的事象についての知識・理解

選択式

短答式

記述式

評価の観点

分類

学習指導要領の領域

問題形式

区分
対象設問数
（問）

3

0

県全体正答率
（％）

35.9

63.0

22.1

42.5

37.47

2

38.8

5

74.5

9

1

6 47.9

2

34.3

1

平均正答数 11.2問 
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【結果から見られる成果と課題】 

 ○ 写真や資料から必要な情報を正しく読み取ることに成果が見られる。 

・人々の暮らしと雨温図を関連付けて選択すること（２(2)79.1％） 

 

 ○ 政策の特徴を理解することに成果が見られる。 

  ・太閤検地と刀狩を兵農分離と関連付けて理解すること（10(3)74.5％） 

  

 ● 資料から必要な情報を読み取り、読み取った情報を関連付けて説明することに課

題が見られる。 

・モノカルチャー経済の課題について説明すること（４(1)26.2％） 

・インドの特徴について複数の資料を関連付けて説明すること（５(2)30.9％） 

 

 ● 示された条件に従って、社会的事象の特徴等について説明することに課題が見ら 

れる。 

・正長の土一揆の意義について複数の資料をもとに適切な語句を入れること（８ 

(4)14.5％） 

 

 ● 基本的な用語（人物名・事象名）や大まかな歴史の流れについて理解することに 

課題が見られる。 

・鎌倉時代の主な争いについて理解すること（８(3)7.3％） 

・各時代の外交に関するできごとを理解すること（９(3)23.7％） 

・古代の東アジアの国々との争いについて理解すること（８(2)20.7％） 

・太閤検地の意義について理解すること（10(1)15.5％） 

 

  ■ 地理的分野については記述式問題に課題が見られ、歴史的分野については短答式

問題の正答率が低い。 

 

 

 正答率が80％以上であるものや過去の調査等と比較し改善の傾向が見られるものを成果としてま

とめるとともに、特に課題と見られる状況について、全体の傾向をまとめています。 

※ ○は成果、●は課題を示している。（■は問題形式による課題） 
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４（１） 資料４は 1982年と 2016年のガーナの主な輸出品の内訳，資料５はカカオ豆の国 
際価格の推移を示したものである。ガーナの輸出品が変化した理由を，下の条件① 
と条件②にしたがって説明しなさい。 
           ※ 国際価格とは，世界各国において広く貿易が行われている商品の価格のこと。 
 
 
 
 
 
 

 社会 成果や改善傾向の見られる問題例 【中学校２年生】 
 

○ 人々の暮らしと雨温図を関連付けて選択することに改善傾向が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答率：７９．１％ 
 

 社会 課題の見られる問題例 【中学校２年生】 
 

● 資料から必要な情報を読み取り、読み取った情報を関連付けて説明すること 

に課題が見られる。 

・モノカルチャー経済の課題について説明すること 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

正答率：２６．２％ 

【正答例】  

カカオ豆の国際価格

の変動が大きく，モ

ノカルチャー経済で

は国の収入が安定し

ないため 

２（２） 次の①～③の文は，下のア～ウの雨温図が示す地域の食生活について説明したものであ

る。①～③の食生活が見られる地域の雨温図をそれぞれ選び，記号で答えなさい。 

 ① 乾燥に強いらくだや羊の肉を使った料理，小麦のうす焼きパンやトウモロコシなどが食べら 

れている。 

② 高温多湿の地域でよく育つキャッサバやタロいもなどのいも類，米を主食とした料理が食べ 

られている。 

 ③ 短い夏の間に栽培した野菜を酢づけにした保存食やジャガイモ，魚・肉料理などが食べられ 

ている。 

ウ ア 
 

イ 

 

 

 【正答】 ①イ ②ウ ③ア 
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● 基本的な用語（人物名・事象名）や大まかな歴史の流れについて理解すること

に課題が見られる。 

・各時代の外交に関するできごとを理解すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

正答率：２３．７％ 

【正答】  Ｅ→Ｃ→Ｂ→Ｄ→Ａ 

９（３）Ａ～Ｅを年代の古い順にならべかえなさい。 
 
Ａ ポルトガルやスペインなどのヨーロッパ諸国との貿易がはじまり，①鉄砲や火薬 
などが輸入され，銀などが輸出された。 

 
Ｂ ８代執権北条時宗が，元からの朝貢と服従の要求を拒否したので，二度にわたり 
②元軍の襲来を受けた。 

 
Ｃ 平清盛は，瀬戸内海の航路を整え，大輪

お お わ

田
だの

泊
とまり

（今の神戸市）を修築して，中国と 
の貿易を盛んに行った。 

 
Ｄ 幕府は中国からの申し入れに応じて，倭寇を取り締まるとともに，正式な貿易船 
に勘合を与え，貿易を行った。 

 
Ｅ 邪馬台国の女王卑弥呼が，魏

ぎ

に使者を送り，皇帝から「親
しん

魏
ぎ

倭
わ

王
おう

」の称号，金印
や銅鏡などを授かった。 
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（４）理科 

【第２学年】 

実施生徒数 9,963 人  

設問数 25 問   

平均正答率 49.8 ％  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕) 

物質

エネルギー

生命

地球

科学的な思考・表現

観察・実験の技能

自然事象についての知識・理解

選択式

短答式

記述式

3

8

10

42.8

問題形式

7

47.5

3 36.0

7

43.3

15 55.9

63.7

分類 区分
対象設問数
（問）

県全体正答率
（％）

7 33.5

学習指導要領の領域
6 49.5

9 50.9

評価の観点

54.5

平均正答数 12.4問 
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【結果から見られる成果と課題】

○ 化学式が表す物質の分類を判別することに成果が見られる。

・化学式を見て単体か化合物かどうかを判別すること（７(2)82.9％）

● 図やグラフが示す情報やそれらが表す情報の読み取り方について説明すること

に課題が見られる。

・グラフから物質の密度を読み取る方法について説明すること（２(3)10.6％）

・凸レンズによる像のでき方の規則性を説明すること（３(3)32.4％)

● 火成岩の特徴を示す複数の資料を見て適切なものを選択することに課題が見ら

れる。

・岩石に色と鉱物の割合の関係性を理解すること（５(2)20.2％）

・火成岩の特徴から岩石の種類を判別すること（５(3)24.5％）

● 理科の学習における基本的な用語が表すものや似ている用語の違いを理解する

ことに課題が見られる。

・「重さ」と「質量」の違いを理解している。（２(1)34.2％）

・凸レンズによる像の名称を理解している。（３(1)36.2％）

正答率が80％以上であるものや、過去の調査等と比較して改善の傾向が見られるものを
成果としてまとめるとともに、特に課題と見られる状況について、全体の傾向をまとめて
いる。

※ ○は成果、●は課題を示している。
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【中学校２年生】      
 

○ 化学式を見て単体か化合物かどうかを判別することに成果が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  正答率：８２．９％ 

 

 

【中学校２年生】      
 

● 物質の密度についてグラフから読み取る方法を説明することに課題が見られる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  正答率：１０．６％ 

【正答例】 
 同じ体積のときの質量を比べると，
①～③は④より大きいので，①～③の
密度は④より大きい。 
 

理科 課題の見られる問題例   

【正答】  １ 

理科 成果や改善傾向の見られる問題例   
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● 資料を活用して火成岩の特徴から岩石の種類を判別することに課題が見られる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

正答率：２４．５％ 

 

【正答】 
 花こう岩 
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（５）英語 

【第２学年】 

実施生徒数 9,961 人  

設問数 25 問   

平均正答率 56.6 ％  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕) 

聞く

読む

書く

表現

理解

言語・文化

選択式

短答式

記述式

36.7

32.3

区分

12

17

7

5

3

32.0

62.3

分類

68.7

32.0

58.8

対象設問数
（問）

8

15

65.6

県全体正答率
（％）

72.0

学習指導要領の領域

問題形式 3

評価の観点

5

平均正答数 14.2問 
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【結果から見られる成果と課題】

○ 日常的な話題について、情報を正確に聞き取ることは、相当数の生徒ができ

ている。

・先週と今日の天気を表している絵を見ながら英文を聞き、適切に表現してい

る答えを選ぶこと（１(2)96.6％）

○ 基本的な語や文法事項を理解して、会話の中で適切に使うことは、相当数の生

徒ができている。

・会話の中で、例を言う時に使用する“For example”を選ぶこと（４(1)82.6％）

● 聞いて把握した内容について、適切に応じることに課題が見られる。

・昨年度までクラスに来ていた留学生の音声メッセージを聞いて、日本語の勉

強に関するアドバイスを書くこと（３(3)22.0%）

● 文脈に合うように内容を考えて、基本的な文法事項を活用し英文を書くこと

に課題が見られる。（場面に応じた表現）

・ＡＬＴに趣味や暇な時間に何をするのかを尋ねる英文を書くこと（７(2)19.1%）

・ホームステイに来ているマイクを文化祭に誘う英文を書くこと（７(3)22.6%）

● まとまりのある英文を読み、その内容に関する質問に対して適切に応じるこ

とに課題が見られる。

・“How long did Masako and her sister clean the park?”という質問に対し

て、主語と動詞を省略した形式で“For an hour.”と答えること（８(2)22.0%）

正答率が80％以上であるものや、過去の調査等と比較して改善の傾向が見られるものを

成果としてまとめるとともに、特に課題と見られる状況について、全体の傾向をまとめて

いる。

※ ○は成果、●は課題を示している。
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英語 成果や改善傾向の見られる問題例 【中学校２年生】

○【聞くこと】

日常的な話題について、情報を正確に聞き取ること

正答率：９６．６％

英語 課題の見られる問題例 【中学校２年生】

●【聞くこと】

聞いて把握した内容について、適切に応じること。

正答率：２２．０％

【正答例】 私と日本語でメールをしましょう。

ア It was cold last week, and it is cold today, too.

イ It was cold last week, but it is hot today.

ウ it was hot last week, but it is cold today. 【正答】 イ
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●【読むこと】

まとまりのある英文を読み、その内容に関する質問に対して適切に応じること。

正答率：２２．０％

【正答例】 For an hour.
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●【書くこと】

文脈に合うように内容を考えて、基本的な文法事項を活用し英文を書くこと

正答率：１９．１％

【正答例】 What do you do in your free time?
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３　設問別正答率一覧

令和元年度　学力定着状況確認問題　出題の趣旨一覧表

小学校第４学年　国語

分類・区分別設問数

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

選択式

短答式

記述式

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語

文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て

の
知
識
・
理
解
・
技
能

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ 一 (1 ○ ○ ○ 65.4

１ 一 (2 ○ ○ ○ 72.4

１ 一 (3 ○ ○ ○ 58.6

１ 一 (4 ○ ○ ○ 45.4

１ 二 (5 ○ ○ ○ 61.6

１ 三 (6 ○ ○ ○ 83.1

２ 一 (7 ○ ○ ○ 85.0

２ 二 (8 ○ ○ ○ 44.6

２ 三 (9 ○ ○ ○ 71.2

２ 四 (10 ○ ○ ○ 81.5

２ 五 (11 ○ ○ ○ 19.4

２ 六 (12 ○ ○ ○ 18.0

３ 一 (13 ○ ○ ○ 72.5

３ 一 (14 ○ ○ ○ 92.3

３ 二 (15 ○ ○ ○ 55.7

３ 三 (16 ○ ○ ○ 23.9

３ 四 (17 ○ ○ ○ 83.1

４ 一 (18 ○ ○ ○ 53.8

４ 二 (19 ○ ○ ○ 52.9

４ 三 (20 ○ ○ ○ 41.4

県
全
体
正
答
率

（
％

）

話し合いにふさわしい言葉づかいを理解している

立場を明確にし，相手に伝わりやすい話し方を工夫する
ことができる

目的や意図に応じて，自分の考えをまとめて書くことが
できる

漢字の部首名を理解している

漢字の総画を理解している

目的に応じて，文章の内容を的確に押さえ，要約しなが
ら読むことができる

目的に応じて，文章の内容を的確に押さえ，要約しなが
ら読むことができる

目的に応じて資料を選択することができる

表を用いた目的を捉えることができる

伝聞の文末表現を理解している

目的や意図に応じた書き方を捉えることができる

目的に応じて，本や文章全体を概観して効果的に読むこ
とができる

文と文との意味のつながりを考えながら，接続語を使っ
て内容を分けて書くことができる

問題形式

文の中における主語，述語を捉えることができる

ことわざの意味を理解して，自分の表現に用いることが
できる

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読むこと
ができる

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読むこと
ができる

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく書くこと
ができる

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく書くこと
ができる

59.9
27.8

設問番号 出題の趣旨

学習指導要領の領域 評価の観点

問題形式

9
8
3

区分 対象設問数（問）
県全体正答率

（％）

学習指導要領の領域

3
4
3

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 10

49.4
57.3
54.2

分類

司会の役割を理解している

64.2
49.4
57.3
54.2
64.2

評価の観点

3
4
3

言語についての知識・理解・技能 10
68.8
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令和元年度　学力定着状況確認問題　出題の趣旨一覧表

小学校第４学年　算数

分類・区分別設問数

数と計算

量と測定

図形

数量関係

数学的な考え方

数量や図形についての技能

数量や図形についての知識･理解

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

数
と
計
算

量
と
測
定

図
形

数
量
関
係

数
学
的
な
考
え
方

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
技
能

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
知
識
･
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ （１） (1 ○ ○ ○ 83.0

１ （２） (2 ○ ○ ○ 69.9

１ （３） (3 ○ ○ ○ 79.2

１ （４） (4 ○ ○ ○ 83.3

１ （５） (5 ○ ○ ○ 91.2

２ (6 ○ ○ ○ 62.2

３ (1) (7 ○ ○ ○ 69.9

３ (2) (8 ○ ○ ○ 32.9

４ (1) (9 ○ ○ ○ 48.5

４ (2) (10 ○ ○ ○ 69.5

５ (1) (11 ○ ○ ○ 41.2

５ (2) (12 ○ ○ ○ 56.6

６ (13 ○ ○ ○ 63.9

７ (14 ○ ○ ○ 35.3

８ (15 ○ ○ ○ 60.9

９ (1) (16 ○ ○ ○ 41.9

９ (2) (17 ○ ○ ○ 26.6

１０ (18 ○ ○ ○ 13.2

１１ (19 ○ ○ ○ 65.3

１２ (20 ○ ○ ○ 61.2

表を読み取り，ドッジボールが一番人気とはいえない理由を説明することができ
る

２つの折れ線グラフを比較して分かることを選ぶことができる

乗法の場面を，□を使った式に表すことができる

時刻表の情報を基に，出発時刻を求めることができる

１８０°よりも大きい角の大きさを求めることができる

三角形の２つの辺の長さが円の半径であることを基に，二等辺三角形ができる理
由を記述することができる

□を使った式を活用して，リボンを買うことができない理由を記述することがで
きる

整数と小数の関係に着目し，テープの長さを小数で表すことができる

直線の長さが半径のいくつ分かに着目し，円の半径の長さを求めることができる

示された１／４円から，円の中心を求めることができる

比較量が基準量の何倍かを求める除法の式を書くことができる

3

評価の観点

最小目盛の量に着目して，重さを測定することができる

単位分数をもとに，数直線上に１をあらわすことができる

仮分数の大きさを単位分数のいくつ分であらわすことができる

折れ線グラフの傾きに着目し，変わり方が大きい時間帯を見いだすことができる

5
47.4

繰り下がりのある３位数と３位数の減法の計算をすることができる

３位数と２位数の整数の乗法の計算をすることができる

３位数と２位数の除法の計算をすることができる

整数と小数の加法の計算をすることができる

9
6
3
14

区分 対象設問数（問）

7
4
3
6

66.8

県
全
体
正
答
率

（
％

）

同分母分数の減法の計算をすることができる

問題形式

57.9
48.1

評価の観点

52.5

設問番号 出題の趣旨

学習指導要領の領域

73.8
49.7

問題形式

県全体正答率
（％）

分類

学習指導要領の領域

38.6

72.8
51.2
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令和元年度　学力定着状況確認問題　出題の趣旨一覧表

小学校第５学年　国語

分類・区分別設問数

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

選択式

短答式

記述式

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ 一 (1 ○ ○ ○ 81.0

１ 一 (2 ○ ○ ○ 43.0

１ 一 (3 ○ ○ ○ 92.2

１ 一 (4 ○ ○ ○ 94.5

１ 二 (5 ○ ○ ○ 74.8

１ 三 (6 ○ ○ ○ 66.4

１ 四 (7 ○ ○ ○ 45.7

１ 五 (8 ○ ○ ○ 33.1

１ 六 (9 ○ ○ ○ 37.7

１ 七 (10 ○ ○ ○ 26.1

２ 一 (11 ○ ○ ○ 64.7

２ 二 (12 ○ ○ ○ 74.1

２ 三 (13 ○ ○ ○ 48.5

３ 一 (14 ○ ○ ○ 27.9

３ 二 (15 ○ ○ ○ 63.3

３ 三 (16 ○ ○ ○ 75.7

４ 一 (17 ○ ○ ○ 64.8

４ 二 (18 ○ ○ ○ 55.6

４ 三 (19 ○ ○ ○ 23.6

４ 四 (20 ○ ○ ○ 54.9

59.0
48.0
62.4
55.6
59.0

県全体正答率
（％）

学習指導要領の領域

3
3
3

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 11

48.0
62.4
55.6

分類 区分 対象設問数（問）

評価の観点

3
3
3

言語についての知識・理解・技能 11
59.2
67.4
33.3

設問番号 出題の趣旨

学習指導要領の領域 評価の観点

問題形式

12
5
3

学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく
使うことができる

文の中における主語，述語を捉えることができる

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく書くこと
ができる

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく書くこと
ができる

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読むこと
ができる

学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読むこと
ができる

県
全
体
正
答
率

（
％

）

質問の意図を捉えることができる

話し手の意図を捉えながら聞き，自分の考えをまとめる
ことができる

言葉の意味を理解して，自分の表現に用いることができる

図表やグラフなどを用いた目的を捉えることができる

目的や意図に応じて，自分の考えの理由を明確にし，ま
とめて書くことができる

目的に応じて，文章の内容を的確に押さえ，自分の考え
を明確にしながら読むことができる

目的に応じて，文章の内容を的確に押さえ，自分の考え
を明確にしながら読むことができる

目的に応じて，本や文章全体を概観して読むことができ
る

目的に応じて，質問を工夫することができる

敬語の正しい使い方を理解している

漢字の成り立ちについて理解している

国語辞典の正しい使い方を理解している

主語と述語の関係に気をつけて，一文を二文に分けるこ
とができる

図表やグラフから読み取れる情報を選択することができ
る

問題形式
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令和元年度　学力定着状況確認問題　出題の趣旨一覧表

小学校第５学年　算数

分類・区分別設問数

数と計算

量と測定

図形

数量関係

数学的な考え方

数量や図形についての技能

数量や図形についての知識･理解

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

数
と
計
算

量
と
測
定

図
形

数
量
関
係

数
学
的
な
考
え
方

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
技
能

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
知
識
･
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ (1) (1 ○ ○ ○ 73.3

１ (2) (2 ○ ○ ○ 57.2

１ (3) (3 ○ ○ ○ 70.1

２ (1) (4 ○ ○ ○ 72.6

２ (2) (5 ○ ○ ○ 61.1

２ (3) (6 ○ ○ ○ 50.4

２ (4) (7 ○ ○ ○ 74.4

３ (1) (8 ○ ○ ○ 29.6

３ (2) (9 ○ ○ ○ 44.7

４ (10 ○ ○ ○ 41.4

５ (11 ○ ○ ○ 69.2

６ (12 ○ ○ ○ 36.3

７ (1) (13 ○ ○ ○ 78.3

７ (2) (14 ○ ○ ○ 30.9

８ (15 ○ ○ ○ 60.5

９ (16 ○ ○ ○ 70.0

１０ (17 ○ ○ ○ 33.3

１１ (18 ○ ○ ○ 49.1

１２ (1) (19 ○ ○ ○ 51.9

１２ (2) (20 ○ ○ ○ 47.6

県全体正答率
（％）

分類

学習指導要領の領域

43.0

56.9
57.7
45.7

設問番号 出題の趣旨

学習指導要領の領域

61.1
53.2

問題形式

49.8

県
全
体
正
答
率

（
％

）

小数どうしの乗法の計算をすることができる

問題形式

62.1
40.0

評価の観点

区分 対象設問数（問）

9
5
2
4 52.4

数を四捨五入して，概数で表すことができる

数量を□や△などを用いて表し，その関係を式にすることができる

１／１００にした数を，小数点の位置に着目して求めることができる

小数どうしの加法の計算をすることができる

10
6
6
11

示された場面において，複数の数量から必要な数量を選び，立式して数値を求め
ることができる

3

評価の観点

除数が小数である場合の除法の計算を一の位まで行い，商と余りを求めることが
できる

加法と乗法の混合した整数の計算をすることができる

除法の性質を用いて示された式の意味を理解している

同種の２つの数量の関係を図に表して基準量に対する比較量の割合を捉えること
ができる

4

２つの折れ線グラフを比較し，正しい情報を読み取ることができる

体積の違いを筋道を立てて説明することができる

分度器を用いて角の大きさを測定することができる

二次元表の中の数が表す事柄を読み取ることができる

連続する３つの数値の和が，中央の値の３倍にすると求められることを理解して
いる

連続する５つの数値の和が，中央の値の５倍にすると求められることを説明する
ことができる

基準量と割合を基にして比較量を求めることができる

三角定規を構成する角度を使って，いろいろな角の大きさを作ることができる

一直線が180度であることを使って角の大きさを求める方法を，筋道を立てて説明
することができる

面のつながりや位置関係に着目して，立方体の向かい合う面の位置関係を考える
ことができる
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令和元年度　学力定着状況確認問題　出題の趣旨一覧表

小学校第５学年　社会

分類・区分別設問数

社会的な思考・判断・表現

資料活用の技能

社会的事象についての知識・理解

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

身
近
な
地
域
や
市
の
地
形
，
土
地
利
用
，
公
共
施
設
な
ど
の
様
子

地
域
の
生
産
や
販
売
に
携
わ
っ

て
い
る
人
々
の
働
き

地

域

の

人

々

の

健

康

な

生

活

や

良

好

な

生

活

環

境

を

守

る

た

め

の

諸

活

動

地
域
の
人
々
の
安
全
を
守
る
た
め
の
諸
活
動

地

域

の

古

い

道

具

，

文

化

財

や

年

中

行

事

，

地

域

の

発

展

に

尽

く

し

た

先

人

の

具

体

的

事

例

県
の
地
形
や
産
業
，
県
内
の
特
色
あ
る
地
域

我
が
国
の
国
土
の
様
子
と
国
民
生
活
と
の
関
連

我

が

国

の

農

業

や

水

産

業
（

食

料

生

産
）

の

様

子

と

国

民

生

活

と

の

関

連

社
会
的
な
思
考
・
判
断
・
表
現

資
料
活
用
の
技
能

社
会
的
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

1 (1) (1 ○ ○ ○ 81.9

1 (2) (2 ○ ○ ○ 60.5

1 (3) (3 ○ ○ ○ 68.4

2 (2) (4 ○ 〇 ○ 97.1

3 (1) (5 ○ 〇 ○ 98.5

3 (2) (6 ○ ○ ○ 70.1

4 (1) (7 ○ 〇 〇 85.2

4 (2) (8 ○ 〇 〇 44.4

4 (3) (9 ○ 〇 〇 37.7

5 (1) (10 ○ 〇 〇 6.9

5 (2) (11 ○ ○ 〇 65.3

6 (1) (12 ○ ○ 〇 62.3

6 (2) (13 ○ ○ 〇 67.1

7 (1) (14 ○ ○ ○ 36.6

7 (2) (15 ○ ○ ○ 43.6

8 (1) (16 ○ ○ ○ 69.2

8 (2) (17 ○ ○ ○ 22.5

8 (3) (18 ○ ○ ○ 29.3

9 (1) (19 ○ ○ ○ 52.9

9 (2) (20 ○ ○ ○ 45.7

68.1
55.6

県全体正答率
（％）

70.3
97.1
55.8

地域の古い道具，文化財や年中行事，地域の発展に尽くした先人の具体的事例

県の地形や産業，県内の特色ある地域

地域の生産や販売に携わっている人々の働き

地域の人々の健康な生活や良好な生活環境を守るための諸活動

地域の人々の安全を守るための諸活動

3

評価の観点

町の地図から正しい内容を読み取ることができる

設問番号

我が国の農業や水産業（食料生産）の様子と国民生活との関連 2

67.3
38.7
45.7

49.3

区分分類

学習指導要領の領域

問題形式

対象設問数
（問）

身近な地域や市の地形，土地利用，公共施設などの様子

5

我が国の国土の様子と国民生活との関連

1

0

4

9
6

12

2
5

4

47.1

日本の北方領土について理解している

等高線の名称を理解している

グラフから山口県ではリサイクルが盛んにおこなわれていることを読み取ることがで
きる

３Ｒの意味と，具体的な取組を理解している

問題形式評価の観点学習指導要領の領域

出題の趣旨

地図の情報から正しい位置を読み取ることができる

日本の領土の範囲を理解している

水産物がトラックによって県内各地へ輸送されることから，各地が道路でつながって
いることを推測できる

60.2
64.7
40.2

地図記号が表している施設を理解している

道具の移り変わりで，生活が便利になったことを説明することができる

昔の人々の使っていた道具を理解している

スーパーマーケットの工夫について理解している

4

県
全
体
正
答
率

（
％

）

資料を読み取り，誤っている事柄を選ぶことができる

米作りをする農家の工夫について資料をもとに説明することができる

気温の特徴をもとに地域を判断し，南西諸島の気候の特徴について説明することがで
きる

日本と関わりのある国の名称や位置，国旗を理解している

3

地図や資料をもとにして，大陸名を答えることができる

リサイクルの推進は，貴重な資源の節約につながっていることを説明することができ
る

等高線から，土地の高低や傾きを読み取ることができる

人口や産業の統計資料から，必要な情報を選び出すことができる

46



令和元年度　学力定着状況確認問題　出題の趣旨一覧表

小学校第５学年　理科

分類・区分別設問数

物質

エネルギー

生命

地球

科学的な思考・表現

観察・実験の技能

自然事象についての知識・理解

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

物
質

エ
ネ
ル
ギ
ー

生
命

地
球

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

1 (1) (1 ○ ○ ○ 19.6

１ (2) (2 ○ ○ ○ 41.6

2 (1) (3 ○ ○ ○ 85.2

2 (2) (4 ○ ○ ○ 65.2

3 (1) (5 ○ ○ ○ 57.6

3 (2) (6 ○ ○ ○ 48.7

4 (1) (7 ○ ○ ○ 44.4

4 (2) (8 ○ ○ ○ 18.7

5 (1) (9 ○ ○ ○ 73.2

5 (2) (10 ○ ○ ○ 55.2

5 (2) (11 ○ ○ ○ 60.1

5 (3) (12 ○ ○ ○ 30.1

6 (1) (13 ○ ○ ○ 79.2

6 (2) (14 ○ ○ ○ 57.4

6 (3) (15 ○ ○ ○ 64.7

6 (3) (16 ○ ○ ○ 59.1

7 (1) (17 ○ ○ ○ 39.6

7 (2) (18 ○ ○ ○ 53.5

8 (1) (19 ○ ○ ○ 60.3

8 (2) (20 ○ ○ ○ 69.4

県全体正答率
（％）

65.7
49.3

発芽に必要な条件について，結果をもとに，適切な実験方法を判断することができる

メダカの飼育に関する基礎的な知識がある

空気の状態変化について，温度変化と関係付けて理解している

問題形式

13

3

評価の観点

7

11

メダカの飼育について適切な条件を理解している

温度によって変わる水の姿を理解している

水の体積変化について，温度変化や体積変化と関係付けて理解し，説明することがで
きる

発芽に必要な条件について，条件を制御した実験結果をもとに見出すことができる

学習指導要領の領域

空気の状態変化について，温度変化と関係付けて理解している

飛行機が飛ぶ距離について，一つの実験方法とは別の方法を考えることができる

ゴムは，ひっぱると元にもどろうとする力が働くことを理解している

引き合ったり退け合ったりする様子から，物の中に入っている磁石の性質を理解して
いる

日当たりについて，太陽の見た目の位置や影のでき方とを関係付けて考えることがで
きる

物の重さの変化について，自然蒸発と関係付けて考えることができる

物の重さについて，物の形や物自体の増減とを関係付けて理解している

太陽や月の見た目の位置の変化について，正しく理解している

回路について，スイッチのつなぎ方により働きに変化が生じることを理解し，説明す
ることができる

直列つなぎと並列つなぎについて，モーターが回る速さや電流の大きさとを関係付け
て理解している

直列つなぎと並列つなぎについて，モーターが回る速さや電流の大きさとを関係付け
て理解している

星や星座の見た目の位置の変化について，推察することができる

モーターの回り方について，かん電池の向きと電流の向きとを関係付けて説明するこ
とができる

4

設問番号 出題の趣旨

評価の観点 問題形式

54.5
53.5
53.6

55.2

50.4
61.5

3
55.7
40.2

県
全
体
正
答
率

（
％

）

分類 区分 対象設問数（問）

学習指導要領の領域

6
7
4

2
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令和元年度　学力定着状況確認問題　出題の趣旨一覧表

小学校第６学年　国語

分類・区分別設問数

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ 一 (1 ○ ○ ○ 87.9

１ 二 (2 ○ ○ ○ 78.0

１ 三 (3 ○ ○ ○ 58.7

２ 一 (4 ○ ○ ○ 90.5

２ 一 (5 ○ ○ ○ 76.0

２ 一 (6 ○ ○ ○ 78.7

２ 二 (7 ○ ○ ○ 73.6

２ 三 (8 ○ ○ ○ 51.4

２ 四 (9 ○ ○ ○ 96.1

２ 四 (10 ○ ○ ○ 91.0

２ 四 (11 ○ ○ ○ 82.7

２ 四 (12 ○ ○ ○ 49.2

２ 四 (13 ○ ○ ○ 60.6

３ 一 (14 ○ ○ ○ 70.4

３ 一 (15 ○ ○ ○ 48.1

３ 二 (16 ○ ○ ○ 76.4

4 一 (17 ○ ○ ○ 78.4

4 二 (18 ○ ○ ○ 58.1

4 三 (19 ○ ○ ○ 49.5

4 四 (20 ○ ○ ○ 82.6

県
全
体
正
答
率

（
％

）

ことわざの意味を理解して，自分の表現に用いることが
できる

目的に応じて，質問を工夫することができる

話し手の意図を捉えながら聞き，自分の考えをまとめる
ことができる

図表やグラフなどを用いた目的を捉えることができる

目的や意図に応じて，自分の考えの理由を明確にし，ま
とめて書くことができる

学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく
使うことができる

評価の観点 問題形式

図表やグラフなどを用いた目的を捉えることができる

学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく
使うことができる

文の中における主語，述語を捉えることができる

敬語の正しい使い方を理解している

図表やグラフなどを用いた目的を捉えることができる

学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく
使うことができる

学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく
使うことができる

県全体正答率
（％）

学習指導要領の領域

3
5
3

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 9

分類 区分 対象設問数（問）

情報を相手に分かりやすく伝えるための記述の仕方を捉
えることができる

評価の観点

3
5
3

言語についての知識・理解・技能 9
12

設問番号 出題の趣旨

学習指導要領の領域

質問の意図を捉えることができる

目的に応じて，本や文章全体を概観して効果的に読むこ
とができる

目的や意図に応じて，文章の内容を的確に押さえ，自分
の考えの理由を明確にしながら読むことができる

目的や意図に応じて，文章の内容を的確に押さえ，自分
の考えの理由を明確にしながら読む

文と文との意味のつながりを考えながら，接続語を使っ
て内容を分けて書くことができる

学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく
使うことができる

62.0
74.0
65.0
76.3
62.0

49.7

74.0
65.0
76.3
75.8
75.95

3

問題形式
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令和元年度　学力定着状況確認問題　出題の趣旨一覧表

小学校第６学年　算数

分類・区分別設問数

数と計算

量と測定

図形

数量関係

数学的な考え方

数量や図形についての技能

数量や図形についての知識･理解

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

数
と
計
算

量
と
測
定

図
形

数
量
関
係

数
学
的
な
考
え
方

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
技
能

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
知
識
･
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ (1) (1 ○ ○ ○ 71.2

１ (2) (2 ○ ○ ○ 81.3

２ (1) (3 ○ ○ ○ 73.1

２ (2) (4 ○ ○ ○ 79.7

２ (3) (5 ○ ○ ○ 60.2

２ (4) (6 ○ ○ ○ 27.6

３ (7 ○ ○ ○ 69.3

４ (8 ○ ○ ○ 54.6

５ (1) (9 ○ ○ ○ 51.5

５ (2) (10 ○ ○ ○ 35.1

６ (11 ○ ○ ○ 23.4

７ (12 ○ ○ ○ 43.6

８ (1) (13 ○ ○ ○ 84.6

８ (2) (14 ○ ○ ○ 64.1

８ (3) (15 ○ ○ ○ 52.0

９ (1) (16 ○ ○ ○ 54.9

９ (2) (17 ○ ○ ○ 16.1

１０ (1) (18 ○ ○ ○ 17.4

１０ (2) (19 ○ ○ ○ 64.3

１１ (20 ○ ○ ○ 6.4

県全体正答率
（％）

分類

学習指導要領の領域

51.7

64.6
27.6
39.9

設問番号 出題の趣旨

学習指導要領の領域

59.2
42.4

問題形式

59.8

県
全
体
正
答
率

（
％

）

数を四捨五入して, 概数で表すことができる

問題形式

47.4
49.4

評価の観点

区分 対象設問数（問）

7
1
4
8 48.9

異分母の分数の加法の計算をすることができる

分数の乗法及び除法の計算をすることができる

計算のきまりを使って，工夫して計算することができる

小数の除法の計算のきまりを理解している

7
6
6
10

部分の割合に着目して，複数のグラフを見比べながら比較し，あてはまるものを
選ぶとともに，その理由を説明することができる

4

評価の観点

１個分ジュースの量の見当をつけるために平均の考えを活用し，ジュースの体積
を求めることができる

単位量当たりの大きさを求める除法の式を読み，商の表す意味を考えることがで
きる

辺や面のつながりや位置関係に着目して,　立方体の展開図をかく方法を考えるこ
とができる

１に当たる大きさを求める問題場面における数量関係を理解し, 数直線に表すこ
とができる

7

比較量とその割合から，基準量を求めることができる

１に当たる大きさを求める問題場面では, 除法を用いることを理解している

円に内接する正方形の対角線が，円の直径と等しくなる性質に着目して求積する
ことができる

三角形の２つの辺の長さが円の半径であることを基に，二等辺三角形ができる理
由を記述することができる

２つの円の半径が等しいことから，正三角形ができることを理解している

必要な数値を抽出して，値段の差がＡ店の値段の10％にあたることを式で表すこ
とができる

問題場面を把握し，解決に必要な情報を抽出することができる

数量の変化に着目して，●の数の変化を表にまとめることができる

xやyを用いて，数量の関係を式に表すことができる

他者の説明から●の数え方の着眼点を見抜き，条件が変わった場合にも同じ着眼
点から説明することができる
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令和元年度　学力定着状況確認問題　出題の趣旨一覧表

中学校第１学年　国語

分類・区分別設問数

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

言語についての知識・理解・技能

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ 一 (1 ○ ○ ○ 96.4

１ 二 (2 ○ ○ ○ 82.6

１ 三 (3 ○ ○ ○ 66.4

１ 四 (4 ○ ○ ○ 48.5

１ 五 (1) (5 ○ ○ ○ 77.6

１ 五 (2) (6 ○ ○ ○ 25.7

１ 五 (3) (7 ○ ○ ○ 44.7

２ 一 (1) (8 ○ ○ ○ 93.6

２ 一 (2) (9 ○ ○ ○ 67.2

２ 一 (3) (10 ○ ○ ○ 80.5

２ 二 (11 ○ ○ ○ 14.6

２ 三 (1) (12 ○ ○ ○ 39.1

２ 三 (2) (13 ○ ○ ○ 48.4

２ 四 (3) (14 ○ ○ ○ 59.5

３ 一 Ａ (15 ○ ○ ○ 61.4

３ 一 Ｂ (16 ○ ○ ○ 83.6

３ 二 ア (17 ○ ○ ○ 86.8

３ 二 イ (18 ○ ○ ○ 66.4

３ 三 (19 ○ ○ ○ 51.2

３ 四 あ (20 ○ ○ ○ 76.8

３ 四 い (21 ○ ○ ○ 45.3

３ 五 ａ (22 ○ ○ ○ 74.7

３ 六 (23 ○ ○ ○ 61.7

３ 七 (1) (24 ○ ○ ○ 20.2

３ 七 (2) (25 ○ ○ ○ 60.8

26.5
63.3

64.4

69.5

26.5
63.3

分類 区分
対象設問数
（問）

県全体正答率
（％）

学習指導要領の領域

0
3
12
10

評価の観点

0
3
12
10 69.5

評価の観点

問題形式

8
14
3 26.5

69.1

表現の技法を理解する

設問番号 出題の趣旨

学習指導要領の領域

内容を的確に捉え，必要な情報を取り出す

場面の展開に応じて，情報を整理し自分の考えをわかりやすく伝える

内容を的確に捉え，必要な情報を取り出す

内容を的確に捉え，必要な情報を取り出す

目的に応じて必要な情報に着目して，内容を解釈する

問題形式

文脈に即して，適切な語句を選択する（きらきら）

登場人物の言動の意味を考え，内容を理解する

登場人物の心情を捉えて，適切なものを選択する

場面の展開に応じて、適切に書く

慣用句の意味を理解する（「水に流す」）

内容を的確に捉え，必要な情報を取り出す

内容を的確に捉え，必要な情報を取り出す

文脈に即して，正しく漢字を書く（借りたい）

ことわざの意味を理解する

伝えたい事柄について，根拠を明確にして書く

場面に応じて，伝える内容を検討する

時と場に応じて，適切な敬語を使う（おっしゃる）

語句の意味を理解して，適切に使うことができる

県
全
体
正
答
率

（
％

）

ことわざの意味を理解する（「一石二鳥」）

内容を的確に捉えて，適切なものを選択する

ことわざの意味を理解する（「猿も木から落ちる」）

文脈に即して，正しく漢字を読む（あやまり）

慣用句の意味を理解する（「猫の手も借りたい」）

内容を的確に捉え，必要な内容を書き加える
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令和元年度　学力定着状況確認問題　出題の趣旨一覧表

中学校第１学年　数学

分類・区分別設問数

数と式

図形

関数

資料の活用

数学的な見方や考え方

数学的な技能

数量や図形などについての知識・理解

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

数
と
式

図
形

関
数

資
料
の
活
用

数
学
的
な
見
方
や
考
え
方

数
学
的
な
技
能

数
量
や
図
形
な
ど
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

1 (1) (1 ○ ○ ○ 89.2

1 (2) (2 ○ ○ ○ 60.5

1 (3) (3 ○ ○ ○ 51.7

1 (4) (4 ○ ○ ○ 48.7

1 (5) (5 ○ ○ ○ 39.9

1 (6) (6 ○ ○ ○ 65.6

2 (1) (7 ○ ○ ○ 49.5

2 (2) (8 ○ ○ ○ 71.1

2 (3) (9 ○ ○ ○ 76.2

3 (1) (10 ○ ○ ○ 86.0

3 (2) (11 ○ ○ ○ 14.2

3 (3) (12 ○ ○ ○ 64.7

4 (1) (13 ○ ○ ○ 58.7

4 (2) (14 ○ ○ ○ 53.3

5 (1) (15 ○ ○ ○ 80.2

5 (2) (16 ○ ○ ○ 55.7

6 (1) (17 ○ ○ ○ 96.2

6 (2) (18 ○ ○ ○ 89.4

7 (19 ○ ○ ○ 36.9

8 (20 ○ ○ ○ 54.9

9 (1) (21 ○ ○ ○ 77.1

9 (2) (22 ○ ○ ○ 46.9

10 (1) (23 ○ ○ ○ 41.9

10 (2) (24 ○ ○ ○ 32.2

10 (3) (25 ○ ○ ○ 59.3

問題形式評価の観点学習指導要領の領域

事象と式の対応を的確に捉え、文字式の成り立ちを説明することができる

問題場面における考察の対象を明確に捉えることができる

最小公倍数に着目して、求める方法を説明することができる

問題場面における考察の対象を明確に捉えることができる

限られた範囲の倍数を求めることができる

出題の趣旨

正の数と負の数の意味を，実生活の場面に結び付けて理解している

表から読み取った事柄を的確に評価することができる

数の集合と四則計算の可能性について理解している

県
全
体
正
答
率

（
％

）

事柄について、文字式を用いて表すことができる

平行四辺形の面積を求めることができる

5
17
3

絶対値の意味を理解している

不等式の関係を，具体的な事象に関連付けて解釈することができる

問題形式

設問番号

分数の乗法の計算ができる

3
4
16
5

区分

17
3

分類

比例の意味を理解している

表から柱状グラフに表すことができる

２つの図形の面積が等しくなることを式を使って説明することができる

計算のきまりにしたがって計算することができる

比例関係を用いて，具体量を求めることができる

学習指導要領の領域

評価の観点

円グラフを読み取り、数量を求めることができる

基準量を基に比較量を求めることができる

展開図から重なる点を読み取ることができる

数量の関係を等式で表すことができる

指数を含む正の数と負の数の計算をすることができる

整式の減法の計算ができる

速さ，時間，道のりの関係から，時間を求めることができる

対象設問数（問）

56.0

県全体正答率
（％）

57.3
57.3

2

63.7
62.7
38.7

80.4
43.8
63.9
60.5
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令和元年度　学力定着状況確認問題　出題の趣旨一覧表

中学校第２学年　国語

分類・区分別設問数

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

言語についての知識・理解・技能

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ 一 (1 ○ ○ ○ 68.8

一 (2 ○ ○ ○ 56.8

二 (3 ○ ○ ○ 37.0

二 (4 ○ ○ ○ 44.7

三 (5 ○ ○ ○ 65.9

四 (6 ○ ○ ○

五 (7 ○ ○ ○ 10.2

六 (8 ○ ○ ○ 40.6

２ 一 ② (9 ○ ○ ○ 78.8

一 ③ (10 ○ ○ ○ 73.5

二 (11 ○ ○ ○ 51.8

三 (12 ○ ○ ○ 76.4

四 (13 ○ ○ ○ 39.1

　 五 あ (14 ○ ○ ○ 64.6

五 い (15 ○ ○ ○ 40.0

五 う (16 ○ ○ ○ 29.6

３ 一 (17 ○ ○ ○ 84.7

一 (18 ○ ○ ○ 53.6

一 (19 ○ ○ ○ 75.8

二 あ (20 ○ ○ ○ 46.8

二 い (21 ○ ○ ○ 50.5

三 (22 ○ ○ ○ 40.7

四 (23 ○ ○ ○ 62.6

五 (24 ○ ○ ○ 46.4

六 (25 ○ ○ ○ 13.4

会話の内容と，文脈から言葉の意味を類推することができる

本文，会話の内容，あらすじから，作品の展開を理解して書くことができ
る

会話の内容と，文脈から言葉の意味を類推することができる

県
全
体
正
答
率

（
％

）

内容を的確に捉え，登場人物を読み取ることができる

歴史的仮名遣いを，現代仮名遣いに直すことができる

内容を的確に捉え，登場人物を読み取ることができる

内容を正確に捉えて，必要な情報を取り出すことができる

歴史的仮名遣いを，現代仮名遣いに直すことができる

文脈に即して接続詞を適切に使うことができる

歴史的仮名遣いを，現代仮名遣いに直すことができる

内容を正確に捉えて，必要な情報を取り出すことができる

内容を正確に捉えて，必要な情報を取り出すことができる

内容を正確に捉えて，必要な情報を取り出すことができる

本文と会話の内容から，適切に現代語訳することができる

文章全体と部分との関係を理解している

表現技法を理解している

表現の意図を理解して説明することができる

目的に応じて，適切に例を示して書くことができる

文脈に即して漢字を正しく書くことができる（視線）

文脈に即して漢字を正しく書くことができる（密着）

問題形式

目的に応じて中心となる語や文を捉えることができる

目的に応じて中心となる語や文を捉えることができる

文脈に即して漢字を正しく書くことができる（解放）

文脈に即して漢字を正しく書くことができる（開放）

3 31.0

60.6

文脈に即して接続詞を正しく使うことができる

設問番号 出題の趣旨

学習指導要領の領域

14 58.5

評価の観点

問題形式

6
16

8
14

評価の観点

0
3
8

分類 区分
対象設問数
（問）

県全体正答率
（％）

学習指導要領の領域

0
3 21.4

53.4

53.5

58.5

21.4
53.4
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令和元年度　学力定着状況確認問題　出題の趣旨一覧表

中学校第２学年　数学

分類・区分別設問数

数と式

図形

関数

資料の活用

数学的な見方や考え方

数学的な技能

数量や図形などについての知識・理解

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

数
と
式

図
形

関
数

資
料
の
活
用

数
学
的
な
見
方
や
考
え
方

数
学
的
な
技
能

数
量
や
図
形
な
ど
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

1 （1） (1 ○ ○ ○ 85.8

1 （2） (2 ○ ○ ○ 81.3

1 （3） (3 ○ ○ ○ 68.7

1 （4） (4 ○ ○ ○ 57.6

2 （1） (5 ○ ○ ○ 74.8

2 （2） (6 ○ ○ ○ 49.4

2 （3） (7 ○ ○ ○ 77.2

2 （4） (8 ○ ○ ○ 71.9

2 （5） (9 ○ ○ ○ 77.9

3 （1） (10 ○ ○ ○ 67.6

3 （2） (11 ○ ○ ○ 84.0

4 (12 ○ ○ ○ 66.3

5 （1） (13 ○ ○ ○ 42.3

5 （2） (14 ○ ○ ○ 63.4

5 （3） (15 ○ ○ ○ 43.4

6 (16 ○ ○ ○ 22.2

7 （1） (17 ○ ○ ○ 18.6

7 （2） (18 ○ ○ ○ 11.4

8 （1） (19 ○ ○ ○ 67.5

8 （2） (20 ○ ○ ○ 23.9

9 （1） (21 ○ ○ ○ 60.2

9 （2） (22 ○ ○ ○ 34.9

9 （3） (23 ○ ○ ○ 41.4

10 （1） (24 ○ ○ ○ 68.7

10 （2） (25 ○ ○ ○ 15.0

問題形式評価の観点学習指導要領の領域

与えられた等式についてどの数量関係に着目しているかを選択することができる

度数分布表を理解している

判断の理由を数学的な表現を用いて説明することができる

目的に応じて，ヒストグラムをつくり変えることができる

２桁の自然数を文字式で表すことができる

出題の趣旨

多項式どうしの減法の計算ができる

反比例の関係を式に表すことができる

等式を目的に応じて変形することができる

県
全
体
正
答
率

（
％

）

方程式をつくるときに表現しきれなかった条件に気づき，具体的な場面に即して再検討
することができる

長方形の面積の大きさの違いを求める方法を説明することができる

8
13
4

正の数と負の数の乗法について理解している

垂直二等分線の性質を理解している

問題形式

設問番号

分数の減法の計算ができる

3
5
14
6

区分

11
7

分類

円柱について，底面の円周の長さと展開図の側面の辺の長さがが等しいことを用いて求
めたい長さを求めることができる

反比例の関係を利用して，必要な数量を求めることができる

文字を用いて周の長さを表すことができる

計算のきまりにしたがって計算することができる

示された投影図を読み取り，適切な空間図形を選択することができる

学習指導要領の領域

評価の観点

立方体の面上の直線と直線の位置関係について説明することができる

比例のグラフの特徴を理解している

回転移動した角の大きさを正しく求めることができる

反比例の表の特徴を理解している

正の数と負の数の乗法について計算することができる

連立方程式を解くことができる

与えられた等式を，具体的な事象に関連付けることができる

対象設問数（問）

45.4

県全体正答率
（％）

66.2
47.0

4

65.9
57.9
24.0

45.5
27.5
59.9
66.5

53



令和元年度　学力定着状況確認問題　出題の趣旨一覧表

中学校第２学年　社会（地理的分野）

分類・区分別設問数

世界の地域構成 2
世界各地の人々の生活と環境 2
世界の諸地域 5
世界のさまざまな地域の調査 0
日本の地域構成 2
世界と比べた日本の地域的特色 2
社会的な思考・判断・表現 5
資料活用の技能 2
社会的事象についての知識・理解 6
選択式 6
短答式 2
記述式 5

設問別集計結果

世
界
の
地
域
構
成

世
界
各
地
の
人
々
の
生
活
と
環
境

世
界
の
諸
地
域

世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
調
査

日
本
の
地
域
構
成

世
界
と
比
べ
た
日
本
の
地
域
的
特
色

社
会
的
な
思
考
・
判
断
・
表
現

資
料
活
用
の
技
能

社
会
的
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

1 (1) (1 ○ ○ ○ 71.4

1 (2) (2 ○ ○ ○ 69.7

2 (1) (3 ○ ○ ○ 70.6

2 (2) (4 ○ ○ ○ 79.1

3 (1) (5 ○ ○ ○ 69.5

3 (2) (6 ○ ○ ○ 59.6

4 (1) (7 ○ ○ ○ 26.2

4 (2) (8 ○ ○ ○ 36.4

4 (3) (9 ○ ○ ○ 34.0

5 (1) (10 ○ ○ ○ 40.0

5 (2) (11 ○ ○ ○ 30.9

6 (1) (12 ○ ○ ○ 41.8

6 (2) (13 ○ ○ ○ 33.4日本の河川の特徴について説明することができる

排他的経済水域の必要性について説明することができる

モノカルチャー経済の課題について説明することができる

アフリカ州の歴史的背景について説明することができる

アフリカ州の特徴的な国や産業について理解している

アジア州の主な国の特徴について理解している

世界の主な河川の特徴について理解している

インドの特徴について，複数の資料を関連付けて説明することができる

設問番号 出題の趣旨

学習指導要領の領域

地図の特性を理解し，東京からの距離を調べることができる

宗教と日常生活との関わりを理解している

人々の暮らしと雨温図を関連付けて選択することができる

日本の範囲について理解している

問題形式

主な海洋の位置を理解している

問題形式

61.9
52.3
37.3

評価の観点

37.3
74.4
54.6

33.5

37.6
64.6

県
全
体
正
答
率

（
％

）

分類 区分 対象設問数（問）
県全体正答率

（％）

学習指導要領の領域

70.6
74.9
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令和元年度　学力定着状況確認問題　出題の趣旨一覧表

中学校第２学年　社会（歴史的分野）

分類・区分別設問数

歴史のとらえ方

古代までの日本

中世の日本

近世の日本

社会的な思考・判断・表現

資料活用の技能

社会的事象についての知識・理解

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

歴
史
の
と
ら
え
方

古
代
ま
で
の
日
本

中
世
の
日
本

近
世
の
日
本

社
会
的
な
思
考
・
判
断
・
表
現

資
料
活
用
の
技
能

社
会
的
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

7 (1) (14 ○ ○ ○ 67.8

7 (2) (15 ○ ○ ○ 35.9

8 (1) (16 ○ ○ ○ 51.0

8 (2) (17 ○ ○ ○ 20.7

8 (3) (18 ○ ○ ○ 7.3

8 (4) (19 ○ ○ ○ 14.5

9 (1) (20 ○ ○ ○ 52.6

9 (2) (21 ○ ○ ○ 34.4

9 (3) (22 ○ ○ ○ 23.7

10 (1) (23 ○ ○ ○ 15.5

10 (2) (24 ○ ○ ○ 63.0

10 (3) (25 ○ ○ ○ 74.5

評価の観点

分類

学習指導要領の領域

問題形式

設問番号

元寇後の様子について理解している

区分 対象設問数（問）

3

0

正長の土一揆の意義について複数の資料をもとに適切な語句を入れることができる

県全体正答率
（％）

35.9

63.0

時代区分について理解している

22.1

42.5

37.47
2

38.8

奈良時代の農民の生活について理解している

5

鎌倉時代の主な争いについて理解している

評価の観点学習指導要領の領域 県
全
体
正
答
率

（
％

）

刀狩の目的を説明することができる

各時代の外交に関するできごとを理解している

時代を代表する人物を理解している

74.5
9
1

6 47.9

太閤検地と刀狩を兵農分離と関連付けて理解している

出題の趣旨

問題形式

長篠の戦いについて理解している

2

34.3

1

太閤検地の意義について理解している

古代の東アジアの国々との争いについて理解している

55



令和元年度　学力定着状況確認問題　出題の趣旨一覧表

中学校第２学年　理科

分類・区分別設問数

物質

エネルギー

生命

地球

科学的な思考・表現

観察・実験の技能

自然事象についての知識・理解

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

物
質

エ
ネ
ル
ギ
ー

生
命

地
球

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

1
(1)
あ

(1 ○ ○ ○ 40.9

1
(1)
い

(2 ○ ○ ○ 74.6

1
(1)
う

(3 ○ ○ ○ 48.3

1 (2) (4 ○ ○ ○ 38.8

2 (1) (5 ○ ○ ○ 34.2

2 (2) (6 ○ ○ ○ 47.6

2 (3) (7 ○ ○ ○ 10.6

3 (1) (8 ○ ○ ○ 36.2

3 (2) (9 ○ ○ ○ 54.6

3 (3) (10 ○ ○ ○ 32.4

4 (1) (11 ○ ○ ○ 66.9

4 (2) (12 ○ ○ ○ 60.3

4 (3) (13 ○ ○ ○ 46.7

5 (1) (14 ○ ○ ○ 63.2

5 (2) (15 ○ ○ ○ 20.2

5 (3) (16 ○ ○ ○ 24.5

6 (1) (17 ○ ○ ○ 68.8

6 (2) (18 ○ ○ ○ 74.1

6 (3) (19 ○ ○ ○ 36.2

７ (1) (20 ○ ○ ○ 39.5

７ (2) (21 ○ ○ ○ 82.9

７ (3) (22 ○ ○ ○ 63.9

８ (1) (23 ○ ○ ○ 56.4

８ (2) (24 ○ ○ ○ 58.2

８ (3) (25 ○ ○ ○ 64.2

県
全
体
正
答
率

（
％

）

植物細胞と動物細胞の特徴の違いをつくりの違いで理解している

単子葉類の茎の維管束の並び方の特徴について理解している

同じ形や働きをもった細胞が集まって組織を,何種類かの組織が組み合わさって器官を
構成していることを理解している

「重さ」と「質量」の違いを理解している

メスシリンダーを使用して物質の体積を求めることができる

２種類以上の原子が組み合わさってできている物質が化合物であることを理解し，化
学式を見て単体か化合物かどうかを判別することができる

原子が結びついて分子になること,化学式の前にある数字が何を表しているかについて
理解し,イメージしたことをモデル図で表すことができる

化学変化が,反応前後で原子の種類と数は変わらないがその組み合わせが変わることに
よって，反応前とは別の物質ができることを理解している

実験の手順や表の情報を基に，実験の結果からわかることは何かを理解している

火成岩の特徴から岩石の種類を判別できる

炭酸水素ナトリウムを加熱すると二酸化炭素が発生することと，二酸化炭素の化学式
について理解している

炭酸水素ナトリウムを加熱する際に行う操作の意味を理解している

3

8

問題形式

対照実験の意義とその方法を理解している

マグマの粘り気と火山の形との関係性を理解している

学習指導要領の領域

被子植物が単子葉類と双子葉類に分類され,さらに双子葉類が合弁花類と離弁花類に分
類されることを理解している

合弁花類と離弁花類を分類する観点について理解している

グラフから物質の密度を読み取る方法を説明することができる

凸レンズによる光の屈折の特徴を理解している

岩石の色と鉱物の割合の関係性を理解している

被子植物と裸子植物の特徴のちがいを理解している

凸レンズによる像のでき方の規則性を説明することができる

オシロスコープの波形の特徴を理解している

モノコードにおける音を高くする方法を理解している

10

57.0

設問番号 出題の趣旨

問題形式

7
47.5

3 36.0
7

40.5

15 55.9
63.7

分類 区分
対象設問数
（問）

県全体正答率
（％）

7 33.5

学習指導要領の領域

細胞の各つくりの名称と，核が染色液に染まりやすいことについて理解している

6 49.5
9 50.9

凸レンズによる像の名称を理解している

評価の観点

54.5
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令和元年度　学力定着状況確認問題　出題の趣旨一覧表

中学校第２学年　英語

分類・区分別設問数

聞く

読む

書く

表現

理解

言語・文化

選択式

短答式

記述式

設問別集計結果

聞
く

読
む

書
く

表
現

理
解

言
語
・
文
化

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１ (1) 1) ○ ○ ○ 94.1

１ (2) 2) ○ ○ ○ 96.6

２ (1) 3) ○ ○ ○ 73.1

２ (2) 4) ○ ○ ○ 68.4

２ (3) 5) ○ ○ ○ 64.3

３ (1) 6) ○ ○ ○ 87.0

３ (2) 7) ○ ○ ○ 43.8

３ (3) 8) ○ ○ ○ 22.0

４ (1) 9) ○ ○ ○ 82.6

４ (2) 10) ○ ○ ○ 46.7

４ (3) 11) ○ ○ ○ 67.5

５ (1) 12) ○ ○ ○ 50.3

５ (2) 13) ○ ○ ○ 70.8

５ (3) 14) ○ ○ ○ 78.7

６ (1) 15) ○ ○ ○ 54.2

６ (2) 16) ○ ○ ○ 78.1

７ (1) 17) ○ ○ ○ 63.8

７ (2) 18) ○ ○ ○ 19.1

７ (3) 19) ○ ○ ○ 22.6

８ (1) 20) ○ ○ ○ 66.9

８ (2)ア 21) ○ ○ ○ 22.0

８ (2)イ 22) ○ ○ ○ 35.5

８ (3) 23) ○ ○ ○ 52.6

８ (4) 24) ○ ○ ○ 28.7

８ (5) 25) ○ ○ ○ 26.0

36.7
32.3

区分

12

17

7

5

3

32.0
62.3

分類

68.7

話の内容を踏まえて，社会的な話題に対する自分の考えを英語で書くことができる

32.0
58.8

対象設問数（問）

8

15
65.6

県全体正答率
（％）

72.0

評価の観点学習指導要領の領域

出題の趣旨

学習指導要領の領域

問題形式 3

評価の観点

5

設問番号

聞いて把握した内容について，適切に応じることができる

日常的な話題について，情報を正確に聞き取ることができる

日常的な話題について，情報を正確に聞き取ることができる

まとまりのある英語を聞いて，話の概要を理解することができる

まとまりのある英語を聞いて，必要な情報を理解することができる

日常的な話題についての質問に対して，適切に応じることができる

話の内容を理解し文脈に合うように内容を考えて，条件に沿った英文を書くことができる

文脈に合うように内容を考えて，基本的な文法事項を活用し英文を書くことができる

文脈に合うように内容を考えて，基本的な文法事項を活用し英文を書くことができる

まとまりのある英文を読み，話の概要を理解することができる

文脈に合うように内容を考えて，基本的な文法事項を活用し英文を書くことができる

日常的な話題についての質問に対して，適切に応じることができる

日常的な話題についての質問に対して，適切に応じることができる

まとまりのある英文を読み，書き手が求めているものを理解することができる

まとまりのある英文を読み，書き手が伝えたい主旨を理解することができる

英語のポスターに関する質問に対して，必要な情報を読み取り，適切な対応を考えること
ができる

県
全
体
正
答
率

（
％

）

まとまりのある英文の中で代名詞が示している一文を理解し，書き写すことができる

基本的な語や文法事項を理解して，会話の中で適切に使うことができる

基本的な語や文法事項を理解して，会話の中で適切に使うことができる

まとまりのある英文を読み，その内容に関する質問に対して適切に応じることができる

基本的な語や文法事項を理解して，会話の中で適切に使うことができる

英語のポスターに関する質問に対して，必要な情報を読み取り，適切な対応を考えること
ができる

英語のポスターに関する質問に対して，必要な情報を読み取り，適切な対応を考えること
ができる

まとまりのある英文を読み，その内容に関する質問に対して適切に応じることができる

問題形式
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Ⅲ 児童生徒質問紙調査の結果 
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Ⅲ 児童生徒質問紙調査の結果 （○：成果 △：一部成果 ●：課題）  

〚家庭学習の習慣〛  

【質問１】学校の授業時間以外に、普段（平日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか。 

 

 

 

 

 

 

【前年度調査との比較（学年ごとの比較）】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度調査との比較（同一の学年集団で比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 「２時間以上」と回答した割合を、学年ごとに前年度と比較すると、

全ての学年で減少している。  

● 「２時間以上」と回答した割合を、同一の学年集団で比較すると、

中学１年生では増加するが、その他の学年では減少している。  
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【質問２】家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか。 

 

 

 

 

 

 

【前年度調査との比較（学年ごとの比較）】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度調査との比較（同一の学年集団で比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 肯定的な回答の割合を、学年ごとに前年度と比較すると、全ての学

年で減少している。  

● 「している」と回答した割合を、同一の学年集団で比較すると、小

学６年生以外は減少している。  

60



〚社会に開かれた教育課程の実現〛  

【質問３】今住んでいる地域の行事に参加していますか。 

 

 

 

 

 

【前年度調査との比較（学年ごとの比較）】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度調査との比較（同一の学年集団で比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 肯定的な回答の割合を、学年ごとに前年度と比較すると、中学２年

生以外の学年で減少している。  

●「当てはまる」と回答した割合を、同一の学年集団で比較すると、全

ての学年で減少している。  

61



【質問４】 地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか。 

 

 

 

 

 

 

【前年度調査との比較（学年ごとの比較）】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度調査との比較（同一の学年集団で比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ 肯定的な回答の割合を、学年ごとに前年度と比較すると、小学４・５

年生では減少しているが、小学６年生、中学１・２年で増加している。  

● 肯定的な回答の割合を、同一の学年集団で比較すると、小学６年生で

増加しているが、小学５年生、中学１・２年生で減少している。  
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〚子どもの意識〛  

【質問５】いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか。  

 

 

 

 

 

 

【今年度調査の結果】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成３１年度全国学力・学習状況調査との比較（小学校６年生）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 肯定的な回答の割合は、全ての学年で 95%を上回る。  

○ 小学６年生において、肯定的な回答の割合は、４月の全国学力・学

習状況調査の結果から増加している。  

 

 

９５%を上回る。  

○小学６年生においては、４月の全国学力・学習状況調査の結果から肯

定的な回答をした児童の割合が増加している。  
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〚主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善〛  

【質問６①】 授業の中で、授業の目標（めあて、ねらい）が示されていると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度調査との比較（学年ごとの比較）】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度調査との比較（同一の学年集団で比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 「当てはまる」と回答した割合は、学年ごとに前年度と比較すると、

全ての学年で減少している。  

● 「当てはまる」と回答した割合を、同一の学年集団で比較すると、小

学４・５年生で増加しているが、中学１・２年生で減少している。  
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【質問６②】 授業の最後に、学習活動を振り返る活動をよく行っていると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度調査との比較（学年ごとの比較）】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度調査との比較（同一の学年集団で比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 「当てはまる」と回答した割合は、学年ごとに前年度と比較すると、

小学６年以外の学年で減少している。  

● 同一の学年集団で比較した場合も、全ての学年で「当てはまる」と回

答した割合が減少している。  
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【質問６③】 授業では、先生から示される課題や、学級やグループの中で、自分たちで立てた

課題に対して、自ら考え、自分から取り組んでいると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度調査との比較（学年ごとの比較）】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度調査との比較（同一の学年集団で比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ 肯定的な回答の割合を、学年ごとに比較すると、小学校は大きな変化

はないが、中学校は増加している。  

○ 同一の学年集団で比較した場合も、全ての学年で肯定的な回答の割合

が増加している。特に、小学６年生以上の学年で、「当てはまる」と回答

した割合が増加している。  
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【質問６④】授業では、自分の考えを発表する機会が与えられていると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度調査との比較（学年ごとの比較）】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度調査との比較（同一の学年集団で比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ 肯定的な回答の割合を、学年ごとに前年度調査と比較すると、小・中

学校とも、大きな変化はない。  

○ 肯定的な回答の割合を、同一の学年集団で比較すると、全ての学年で

増加している。  

67



【質問６⑤】授業では、学級の友達との間で話し合う活動をよく行っていると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

【前年度調査との比較（学年ごとの比較）】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度調査との比較（同一の学年集団で比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ 肯定的な回答の割合を、学年ごとに前年度調査と比較すると、小・中

学校とも、大きな変化はない。  

○ 肯定的な回答の割合を、同一の学年集団で比較すると、全ての学年

で増加している。  
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【質問６⑥】 学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりす

ることができていると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度調査との比較（学年ごとの比較）】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度調査との比較（同一の学年集団で比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 肯定的な回答の割合を、学年ごとに前年度調査と比較すると、小・

中学校とも、大きな変化はない。  

○ 肯定的な回答の割合を、同一の学年集団で比較すると、小・中学校

とも増加しており、特に小学６年生以上の学年において、「当てはまる」

と回答した児童生徒の割合が増加している。  
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【質問６⑦～⑪】 各教科の勉強が好きだ。 ⑪は中学校のみ 

 

 

 

 

 

 

 

【今年度調査の結果】  

 国語科         算数・数学科        社会科  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 理科          英語科  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度調査との比較（同一の学年集団で比較）】 

 国語科                算数・数学科  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 算数・数学科、理科、英語科においては、学年があがるにつれ、肯定的な

回答の割合が減少する傾向が顕著である。  

● 国語科、算数・数学科においては、同一の学年集団で比較すると、中学１

年生の国語科を除き、「当てはまる」と回答した児童生徒の割合が前年度か

ら減少しており、学年が上がるにつれ、教科の学習が好きだという回答が減

少している。  
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